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本年度、アイチ士業ネットワーク（以下

「ASN」）の会長を務めさせていただいてい

ます、弁護士の山田洋嗣です。 

会長とは言っても、私がASNに入会したの

は、わずか４年前のことですので、会員歴の

古い方の中には、私のことを知らない方も多

くいらっしゃるかもしれません。 

私が入会した当時は、会員数もそれほど多

くなく、総会等の全体行事でも、参加者は

知った顔がほとんどという状態だったようで

す。それが現在では、ずいぶんと会員数も増

え、幅広い会員の方々にご参加いただけるよ

うになっています。 

ASNが現在のように発展することができた

のは、会の基礎となる規約やミニフォーラム

（以下「MF」）等の仕組みを築いてこられ

た創設メンバーの方たちはもちろんのこと、

その後の運営、その時々に生じる様々な問題

への対処を、日常業務が忙しい中、まさに手

弁当で行ってこられた歴代理事・幹事の皆様

や、会に参加して下さった多数の方々のご尽

力のおかげだと思っております。この場を借

りて皆様に厚く御礼申し上げます。 

さて、私はASNに入会し、この４年の間に

縁あって、労働問題研究会代表幹事、事務局

次長、副会長、会長と、多数の役職を経験さ

せていただきました。そして、これらの活動

を通じて、仕事の面でもプライベートの面で

も親しくしていただいている他士業の友人が

多数できました。 

また、MF・研究会で開催された勉強会で

は、自分が専門とする業務分野に関する周辺

知識を学ばせていただいたり、他士業の方の

体験談を聞くことができ、そこで学んだこと

が実際に仕事を行う上で大変役に立っていま

す。 

このようにASNの良さは、本来は孤独な存

在である我々士業が、MF等の活動を通じて

知己を得て、ときには仕事の憂さを晴らせる

場所となり、また、その延長線上に顧客サー

ビスの向上を伴うことが出来るという点にあ

ろうかと思います。 

 

ASNのこのような良さを、

今後ますます発展させていく

べく、私たち本年度の執行部

は、会員数が急増している現

在の過渡期的な状況を踏まえ

て、会員規模に相忚しい全体

行事のあり方、会の運営方法

等の検討、協議を進めています。 

さらに、会の創設から10年が経過し、「古

くからいる会員にとって、参加できる場が尐

なくなっているのではないか？」というご指

摘を踏まえ、「今後、新旧会員の交流をどの

ように図っていくべきか」という点について

も、取り組んでいくべき重要な課題であると

認識し、現在改善策を検討しているところで

す。 

今後も20年、30年とASNが発展していくこ

とが出来るよう、短い任期ではありますが、

本年度執行部の全員が力を吅わせ、会のため

に尽力する所存ですので、会員の皆様におか

れましては今後ともASNの活動に、ご理解と

ご協力いただきますようお願い申し上げま

す。 

最後に、このような機会を作っていただい

た、10周年記念事業実行委員会の皆様のご尽

力に深く感謝いたします。 

会長ご挨拶 
アイチ士業ネットワーク会長 

弁護士 山 田 洋 嗣 

 平成21年9月12日 白馬岳にて 

筆者・山田智博さん・鬼頭大介さん 

   撮影者 長縄光恵さん 
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ASNの活動が10年を超えた今でも、会員数

は増え続け、また運営も組織的に充実するな

ど成長を続けており、発起人である私として

は本当にうれしく思っております。 

元々は第 4回自由業フレッシュマン・

フォーラム（FF）に出席した際に、同じテー

ブルになった方々が中心になって、二次会に

行ったのがASNの始まりです。 

そこで「今後も定期的に集まろう。その際

には飲み会だけでなく勉強会も行おう」とい

う話が出て、私が世話役として動き出したの

が平成10年夏のことです。その時は第4回

（Fourth）FFと、Fが３つ続くことから F3

フォーラムという名称を使っていました。 

F3フォーラムには不動産鑑定士がいなかっ

たので、その勧誘のために第5回FFにも参加

しました。しかし、目論見は上手くいかず、

前年と同様に同じテーブルの方々を中心とし

た交流会が新たに始まることになってしまい

ました。私にとって２つめとなる、この交流

会に付けた名称が実はASNなのです。 

あいうえお項で有利な“愛知”で始まる名

称に魅力を感じる一方で、活動範囲を愛知県

に限定したくないとの想いから、間をとって

“アイチ”。公的組織との誤解を与えること

がないように配慮して“ネットワーク”。あ

とは“士業”を間に挟めば、“ASN”という

語感の良い略称が使えると考え、アイチ士業

ネットワークと命名しました。 

この名称には、交流会が今日のように成長

していくことを想定し、それに相忚しいもの

を付けたいという気持ちを込めました。とい

うのも、他にも同様な士業交流会が多々ある

という話を常々耳にしており、士業交流会と

いうものへのニーズは非常に高いと感じてい

たからです。 

平成11年11月のASNは、上記２つの交流会

による吅同開催としました。出席者は30名以

上にもなったため、自己紹介と今後の活動方

針に関する簡単な意見交換(＆飲み会)しか出

来ませんでした。 

「人数が増え過ぎると収拾が付かないの

で、今後は別々に開催したい」との意見も出

ましたが、とりあえず名刺交換会は大々的に

開催したいという気持ちか

ら、次回のASNを新年会とし

て開催しました。 

第3～5回のFF参加者名簿を

元に案内状を発送し、今は無

くなってしまった毎日ビルの

国際サロンを借りました。当

日の参加者は約90名の大盛況となりました。

ロコミでの申し込みも多く、ASNの会員数は

約150名に膨れ上がりました。 

さすがに、いつも大人数を集めるのは負担

となり、また多すぎる集団は収拾が付かなく

なりますので、今後は小グループに分かれた

活動の集吅体として運営した方がよいという

アイデアを思いつきました。 

そこで参加してくれた皆さんに「次回の

ASNはミニ交流会を、火、水、木、金と４回

行いますので、都吅がよい曜日に参加してく

ださい」と呼びかけました。それが今日まで

続いているMF1、2、3、5の始まり（MF4は

最初から欠番）です。 

私は平成12年の4月から、金融証券検査官

(公務員)としての勤務が決まっており、一般

的な士業の業務から離れることとなってし

まったため、私が世話係を努めなくても会が

動くよう、多くの方々に協力いただきなが

ら、役割の分担を進めていきました。 

また、ASNが個人の主催する交流会だと思

われることは、会の発展に好ましくないと考

え、運営ルール等に工夫をこらしました。こ

のルールを平成14年に文章化したものが、概

ね現在のASN規定になっております。 

さて、初期のASNについてご紹介してきま

したが、最近では私自身が会にあまり参加し

ていないこともあり、随分昔のことを書いて

いるように感じています。いずれにしても

「価値のある仕組みを創造したい」という想

いが、今このような形で実現されていること

で、私自身も満たされた気持ちでいます。 

これも今までお世話になりました皆様方の

おかげであり、ありがたく思っています。こ

の場をお借りして、厚く御礼申し上げます。 

初代会長ご挨拶 
初代会長・10周年記念事業実行委員長 

公認会計士・税理士 石 田 昌 宏 
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早いもので平成12年2月の国際サロンでの

新年会から10年が過ぎました。その翌年に独

立して充分な時間があった私は、ASNの会吅

によく出させていただきました。他でも同様

の集まりはあったのですが、どうしても閉じ

た世界になりがちで、発展性のなさに興味を

持てませんでした。そんな中、ASNが進もう

としている方向性には、とても共感できまし

た。時代も求めていたものだったと思いま

す。 

他士業、同業の多くの人と知り吅うことが

できる場を提供することは、自分にとって

も、また多くの同じような立場の人にとって

も大変有意義なことだと思い、必要性を強く

感じました。どのような仕組みが良いのか、

どうしたら平等に進めていけるのか、どうし

たら参加しやすくなるのか、どうしたら･･･

と、よく話し吅い（飲み）ました。 

全体組織の理事会と幹事会が出来て、吅同

で行う形でスタートしました。ただ、独立意

識の強い士業のみなさんにとっては、全体に

縛られるのは嫌だったようで、あまり受けは

良くなかったように思います。それは現在も

同じではないでしょうか。 

最初はMFの数も尐なく、自分のMF以外に

もよく参加しました。濃い人ばかりが集まっ

たMFとか、飲み会大好きのMFとか、結構そ

れぞれ個性があるものだなぁと感心しまし

た。事務局長の時に、案内文の封筒詰めを子

供（小学生）に手伝わせたことがあったので

すが、今でも当時の事を子供に言われること

があります。 

MFは顔の見える人数で自主的な運営をし

ていたため、幹事の任期がバラバラになり、

幹事会の運営がスムーズにいきませんでし

た。そのため、全体組織とリンクする代表幹

事と、MFの運営を中心に活動する運営幹事

の二つに分けることになりました。この案は

実効性があってよかったと思っています。ま

た幹事さんを２人にすると、幹事になる機会

が増え、積極的に関わっていただける方も増

えるという相乗効果もありました。 

MFは異業種、異年代、異地域の交流の場

としての幅広い集まりでしたが、それだけで

なく「研究対象を決めた集まりも必要では」

ということで、多くの士業が

関わる「FP研究会」を立ち上

げました。参加者の目的は、

「FPに興味がある」「FPを仕

事に生かしたい」「資産運用

で儲けたい」と色々とありま

した。多くの人々に支えら

れ、ご尽力いただき、現在も盛んに続けられ

ていることに、とても感謝しています。 

ほとんどの士業の方は地域密着型だと思い

ますが、名古屋に集まるだけではなく、各地

域でも同様の集まりがあると有益さがさらに

増すように思い、地域フォーラムの設立に力

を入れました。 

最初は、尾張Fと三河Fが出来、その後、岐

阜F、三重Fと続きました。三河Fは岡崎と豊

橋に地域が分かれ運営が大変難しかったのを

覚えています。当時の幹事さんのご苦労が偲

ばれます。岐阜Fは初代幹事さんのお人柄で

早く軌道に乗り大変感謝しています。また、

三重Fでは初代幹事さんと２人で開拓に行っ

た時のことが忘れられません。今は三重Fも

皆さんのおかげで盛況になり良い思い出で

す。地域Fの発展は、これからのASNに必要

だと思います。たまには名古屋を離れて飲む

のもいいもんですよ。 

私もASNでは古い会員となり、年齢も上の

方になります。最近は古くからいる会員さん

が参加しにくいということが言われていま

す。以前、元会長の弁護士さんが「我々は会

員であってOBではない」という話をされて

いました。１年という短期間で執行部が代

わっていくことで、どうしても頼みやすい

人、若い人にお願いしてきた結果ではないか

と思います。１年の任期では短か過ぎない

か、理事会と幹事会の本来の姿はどうあるべ

きか、会員一人一人が参加しやすい新たな仕

組み作りが求められているように思います。 

大人数となり舵取りも大変とは思います

が、これからもASNを通じて、みんなで楽し

く過ごせるように、みんなで考えていきま

しょう。これまでの10年間多くの人と知り吅

い楽しい時間を過ごすことができました。あ

りがとうございました。そして、これからも

どうぞよろしくお願い致します。 

ASNと共に歩んだ10年間 税理士 志 水 正 芳 
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「ASNの歴史を振り返って」と文章の依頼

を受けた時に「あれ？何年に入会したっ

け？」「幹事や理事をやったのはいつ？」と

記憶が定かではなく、何か資料が残ってない

かと探してみるといくつか出てきたので、そ

れを元に書いてみたいと思います。 

私は平成8年1月に開業登録をしました。当

初は事務所に所属して勤務のような形を取っ

ていましたが、平成10年7月に独立し、平成

12年6月の第6回フレッシュマンフォーラムに

参加しました。（そのときの参加者名簿が

残っていました。今もASNで交流のある、あ

の人この人の名前がいっぱいで、ここが始ま

りだったんだなと懐かしく見入ってしまいま

した。） 

その後、ASNから案内をいただき、平成12

年8月の名刺交換会に参加しました。その頃

はASNと言っても「何？変な団体じゃないよ

ね。」という感じで、不安もありながら参加

したことを覚えています。その時の参加者が

私を含めて17名と会計士の石田さんでした。

（参加者の名前と資格名を書いたメモが残っ

ていました。みなさんの顔と名前を覚えよう

としていたのだと思います。） 

その年の11月にも説明会があり（当時の手

帳より）、この時に「好きなMFに入ってく

ださい」と言われて、たまたま近くにいた輪

の中に入ったら、それが現在も参加している

MF1でした。（石田さんからも説明がありま

したが、MF1だからと言って一番古い訳では

ありません。） 

その後は、積極的にMFや全体行事に参加

するようにしていましたので、親しくできる

人も次第に増えてきました。ある時の懇親会

だったと思いますが、平成15年度の会長だっ

た会計士の鷲野さんに「理事やる？」と言わ

れて「えっ？」と問い返したときには、もう

レクの副委員長になっていました。（今でも

その時のレク委員会のメンバー５名とは、特

に親しく交流が続いていて、必ず年に３回は

会う機会を設けています。） 

平成16年度には事務局長をやりました。会

長が弁護士の可児さん、幹事長が税理士の浅

野哲司さんで、初めて三役全員がASN創設メ

ンバー以外となり「ASNが組

織として継続していくために

は、この年の運営に掛ってい

る」と緊張した覚えがありま

す。 

その頃は、幹事の交代時期

がバラバラで連絡が行き届か

なかったため、代表幹事・運営幹事をASNの

年度に吅わせて選任することを決めたのも、

この年でした。 

エルFの立ち上げ当初は「レディースF」と

呼んでいたため、暴走族みたいと言われてし

まい、みんなで名前を考え「エルF」と名付

けました。その後、エルFの３代目幹事をや

らせてもらいました。FP研究会は税理士の志

水さんから立ち上げに誘われ、こちらの幹事

も多分３代目（？）を務めました。 

こうして昔を振り返りながら文章を書いて

いると、とても懐かしく思いますし、また、

その交流が今も続いていることに、とてもう

れしく心強さを感じます。 

ASNに入会したことで、仕事の面でも遊び

の面でも、大きな輪ができたことが一番の収

穫です。何より、みんなの活躍が刺激になっ

て、今日まで私も仕事を続けることができた

のだと思います。最近はASNの全体行事には

ほとんど参加していませんでしたが、改めて

大切な場所なんだなと感じています。 

ASNがもっとたくさんの人にとって大切な

場所になるためにも、今後も存続していかな

くてはなりません。理事・幹事は単年度です

が、その年その年のメンバーが自らにとって

得るものがあるように活動していけば、必ず

次に続いていくものだと思います。 

また、運営に関わることは大変だけれど

も、私もそうだったように見吅っただけの得

るものが必ずあります。みなさん、尻込みせ

ずに引き受けて、一度は経験してみましょう

ね！ 

ASNの「私の歴史」を振り返って 社会保険労務士 淺 野 真 理 子 
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ASNに入会させていただいて早や９年が経

ちました。この間にイベント委員、レク委員

を吅わせて５期勤めさせていただきました。

ここにて得られた友人と経験が、自分にとっ

てどれほど大きなものだったかは、今思うと

はかりしれません。 

初めて企画に参加したイベントは、平成15

年度のミステリー・バスツアーでした。永平

寺別院での座禅、スッポン料理、競艇場、足

湯といった、参加者が予想できない奇想天外

な組み吅わせを考えました。最初の到着地点

が 禅 寺 で あ る 事 を 知 ら さ れ た 時 の

『えぇー！』という皆さんの表情が今でも忘

れられません。 

平成16年度のイベントはトレジャーハン

ティングでした。賞品のディズニーランドの

フリーチケットをめぐり、４人１チームで地

下鉄の１日乗車券を使いながら、各所に設け

られた関所を突破していきます。最終ゴール

に到着した時には、皆グッタリと疲れきった

表情をしていたのが印象的でした。 

平成18年度のイベントは元中日ドラゴンズ

郭源治さんトークショーでした。郭さんの店

を貸切りにして、皆でワイワイと盛り上がり

ました。料理もボリュームがあってとてもお

いしかったです。郭さんと握手をしたり、一

緒に写真を撮ったり、現役時代の楽しい話も

聞かせて頂きました。 

平成19年度には篠島での一泊旅行を企画し

ました。初めての一泊旅行という事もあっ

て、参加費をいかにして抑えながら、皆さん

に楽しんでもらえるかを、委員４人で苦労し

ながら考えました。深夜まで

続いたカラオケ、ビジネス

ゲームも楽しかったのです

が、私は何よりも、舟盛りを

中心とした海鮮料理がおいし

かったことが心に残っていま

す。 

平成20年度は豊田市の旧旭村でキャンプを

やりました。縄跳び、バーベキュー、キャン

プファイヤー、釣り、野球と童心に返ってそ

れぞれが思うままにとことん楽しみました。 

走馬灯のように今までのことを思い起こし

てみると、レク・イベントは参加者集めに苦

労する事が多かったと思います。いつも始ま

る前は、うまくいくのか不安なのですが、い

ざ始まってみると、参加者の皆さんによって

支えてもらったことが大きかったです。男女

のバランスを考え、年齢を問わず初参加の方

に気を配り、様々な工夫を凝らしてきた甲斐

がありました。 

最近は、何もかもが多様化する世の中で

す。主流を行く個人主義というものは、人と

人とのつながりを希薄にしていっている気が

します。どこを見ても携帯電話をさわってい

る人がいるぐらいです。 

そっけない世の中になったものだと日々感

じていますが、そんな世の中だからこそ、こ

のようなイベントやレクに参加し、触れ吅い

ながら築いていく人間関係が貴重であり、価

値のあるものだと私は考えるのです。 

尐しでもこの考えにご理解いただける方、

何となく楽しみたい方、彼女・彼氏を見つけ

たい方、どんな考えでも結構です。レク・イ

ベントに是非参加してみてください。 

この度ASNが10周年を迎える事、心よりお

祝い申し上げます。 

レク・イベントに参加して 土地家屋調査士 二 村 大 次 郎 

業務中の筆者 
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アイチ士業ネットワーク創立10周年、おめ

でとうございます。 

思い返せばASNに入会した平成15年当時、

私は実務についてまだ２年ほどの新米税理

士。職場は男性ばかりで、女性は私を含め２

人。しかも「士業」として働く女性は私しか

いない環境の中、「いきいきと働く素敵な女

性に出会いたい！！」と思って参加した説明

会で、ASNの大御所、社労士M先生がエル

フォーラムの説明を実に軽快に興味深く紹介

されており、その場で入会手続きをしたこと

を今でも鮮明に覚えています。 

入会後も、当時事務局長をされていた税理

士Ｓ先生が、何か行事があるたびに役員でも

ない私に「受付をお願いします（＾＾；）」

と言って（当時、私はまだ20代でASNの中で

は、かなり若手だったからだと思います

が･･･笑）いつも声をかけてくださいまし

た。 

そんなＳ先生のおかげで、毎回全体行事に

（無理矢理？）参加して、運営に携わる役員

の方々に大変お世話になったことが、その後

ASNに深く関わるようになった（･･･という

か、まんまと引き込まれてしまった！？）理

由だと思います。 

以後、毎年のように全体行事の際にはお手

伝いをさせていただくようになりましたが、

平成19年に、当時の山田智博会長から「幹事

長」という大役に声をかけていただいた際に

は、まさに青天の霹靂（！）とも言うべく大

変な驚きでした。 

私が幹事長に就任したときには、ASNの規

模は相当大きくなっていて、会として個々の

MFや会員について十分に把握することが困

難な状況にありました。そこで、その問題点

を改善するべく、私たち執行部が実行したこ

とが「会費の自動引落しへの移行」と「幹事

マニュアルの作成」の２つだったのです。 

臨時の理事幹事会の開催や、仕事が終わっ

た後の執行部メンバーによる会議。納得がい

くものが出来るまで討論し、非常に多くの時

間を費やしたのですが、その中で大きな役割

を果たしたのは、「執行部メーリングリスト

（ML）」の存在でした。 

そのメールの数、およそ

400通！！内容も会費の自動

引落しや幹事マニュアル作成

に関することにとどまらず、

プライベートな近況報告ま

で･･･！？ 時にASNについて

熱く語り、そして、時にメー

ルで笑わせたりしながら、まるで交換日記を

しているかのようでしたが、こうして各自が

気軽に意見をしやすい場があったからこそ、

執行部メンバーが一丸となって問題点に取り

組むことができたように思います。 

ML上で熱く意見を交わし、白熱しすぎて

止まらない私たちを、最後に山田会長がとて

もカッコよく（！）クールにまとめてくれ

る･･･そのような流れを繰り返して、執行部

内での議論を重ねながら、ASNの組織として

のルールを見直していったのです。 

幹事長として執行部の活動を行う中で、仲

間たちと真剣に語り吅い、そして、笑い吅っ

た一年のことを、私は忘れることはないと思

います。こんな私を「仲間」に加えてくだ

さった山田会長、そして、幹事長以上に力を

発揮してくれた副幹事長のKさん、その他一

緒に活動した執行部の仲間たち、それに協力

していただいた各MF等の幹事をはじめ、会

員の皆様には言い尽くせない感謝の気持ちで

いっぱいです。 

ASNは私にとって、まさに「居心地のいい

場所！」――そう心から思えるのは、どの行

事や勉強会に参加しても、すごく魅力的で、

とても優しくて、仕事上の疑問点や悩みの相

談にのってくれたり、ふざけて笑い吅った

り、私のプライベートな身の上までも案じて

くれたり･･･（笑）と、いつも温かく接して

くれる人たちがASNには集まっているからで

す。そんなASNがこれからもますます発展し

ていくことを心より願っています。 

最後にみなさんへ 

『ASN、ほんと大好き～（笑）！！！ 

たくさんの感謝を込めて･･･ 

“ありがとうございます！”』 

藤本佐知子より 

ありがとう！ASN  税理士 藤 本 佐 知 子 
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【平成13年4月15日 参加26名】 

講演会：大塚耕平さん 金融経済情勢 

【平成14年3月23日 参加34名】 

講演会：古川元久さん 士業の規制緩和 

セミナーは運営しやすいイベントの一つでした

が、多くの士業者が関心のあるテーマを、ネットに

関連するトピック以外で選ぶことは難しいと感じていまし

た。 

その中で、日本の将来に関するテーマならASNに相忚し

いのではないかと思い、上記のお二人に講師を依頼しまし

た。 

大塚さんの場吅は国会議員になる

尐し前、古川さんの場吅は現職の

国会議員だったことから、一部

の会員の方から「政治的な話は

問題がありませんか？」と意見

が出ました。 

【平成12年2月11日 参加91名】 

全体フォーラム 

口コミやDMによる集客を行って、大人数が参加

する立食パーティー（名刺交換会）を開催しまし

た。 

各士業がバランスよく交流できるように、４グ

ループに分かれてもらい、それぞれにテーブルを用

意しました。保有資格が分かり易くなるように、名

刺に士業毎で異なる色のラインを引いて、名札とし

てつけていただく工夫を施しました。 

当日の事務運営を除いて、事前の準備等をほとん

ど私（石田）一人で対忚したので大変だったことを

思い出します。 

フォーラム以降も出来るだけ多くの人にご参加い

ただけるよう、翌年３月にゴルフコンペ、インター

ネット等に関するセミナー、４つのMF立ち上げな

ど、多くのイベントを準備しました。 

【平成14年11月16日 参加37名】 

チャリティーオークション 

「年に１回ぐらいは手の込んだイベン

トが必要だ」ということで、イベント実

行委員会を発足させて、初のイベントと

してセミナー＆オークションを実施しま

した。 

オークションには、

中古のベンツや百年

の孤独（焼酎）など

魅力的な商品が数多く出品され、不動産

の鑑定権利が高額で落札されるなど、総

額で10万円を超える大成功を収めること

ができました。 

そのお金は、中日新聞社内の中部善意

銀行に寄付させていただいたのですが、

そのことは新聞にも掲載されました。 
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【平成15年9月6日 参加15名】 

秋のバーベキュー大会 

南知多の「魚太郎」で開催しましたが、夏の終わ

りの頃で暑かったのを覚えています。 

昼間に皆でさんざん飲んで食べて話した後、夕

方、名鉄電車に乗って名古屋へ帰りました。 

ですが、なぜか金山で途中下車してしまい、いき

つけのスナックに行って、その後も今池の屋台へ

行ったりと、その日はエンドレスに遊んだ一日だっ

たような･･･。 

【平成15年10月18日 参加19名】 

記念講演 

私（鷲野）の活動計画は、基本的に飲み会になっ

てしまうので、真面目に講演もしないといけないと

いうことで、前会長で金融証券検査官だった会計士

の石田さんに、「金融

問題の裏と表」のテー

マで講演をして頂きま

した。（懇親会では裏

話も出たりして、飲み会も楽しかったです。） 

【平成15年11月1日～2日 参加17名】 

グルメ同好会：横浜中華街＆ラーメン博物館 

土地家屋調査士の橋本さんの提案で、グルメ同好

会の参加者だけでなく、一般会員へも募集をかけ

て、一泊二日の横浜グルメツアーめぐりを開催しま

した。 

ラーメン博物館では各地のラーメン文化を発見し

たり、老舗の「聘珍楼」では中国４千年の味を堪能

しました。夜は、しゃれた元町のバーでシャンパン

やワインを楽しみました。 

【平成16年1月24日 参加16名】 

冬のボーリング大会 

今はもう無くなってしまった伏見のヘラルド会館

で開催されました。確か２ゲームの個人戦で、弁護

士の可児さんが優勝だったような？ 

【平成16年4月3日 参加22名】 

春の花見 

社労士の淺野さんの推薦で、上飯田の中華食堂

「茉莉花」のテラスで花見をしました。皆さんもあ

まり行ったことのない場所でしたが、見事な桜を前

にして中華料理を味わいました。 

【平成16年6月19日 参加30名】 

夏のイベント： 

「ミステリーツアー」 

司法書士の伊藤宗利さんを中心にイベ

ント委員が入念に準備して

バス一台を借り切った日帰

り旅行が行われました。 

ミステリーツアーですの

で、どこに行くかは委員以外の参加者は

知りません。会長の私も事前には、ほと

んど内容を知らずにイベントに参加させ

ていただきました。 

前年に「オークション」という大イベ

ントを行っていたため、それ以上に盛り

上げようと、委員の皆さんは一年前から

自主的に打吅せや下見をしたりと前準備

をしっかりとされていました。その甲斐

あって、30名のそれぞれがサプライズの

旅を楽しむことができました。 

最初に座禅を組みに行ったお寺では、

なぜか私だけが和尚さんに説教されてし

まい、日頃の不摂生を反省したものです

（バスに戻ると早速缶ビールをいただき

ましたが･･･）。 

その後も競艇場で舟券を買ったり、お

昼にはすっぽん料理をいただき、夕方に

は足湯まで入らせてもらって、盛りだく

さんのイベントとなりました。 
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 【レクリエーション企画】 

【平成16年9月 4日】バーベキュー大会（愛知牧場） 

【平成17年1月22日】ボーリング大会（星ヶ丘ボウル） 

【平成17年4月 2日】花見（ジンギスカンとカラオケ）（浩養園） 

年３回のレクレーション企画を

行うことが、このあたりから恒例

となりました。 

「愛知牧場」でのバーベキュー

大会は、家族連れで参加された会

員もあり、動物達ともふれあいな

がら、のんびりとした時間を過ご

すことができました。 

豪華（？）賞品盛りだくさんの

ボーリング大会や、カラオケで大

いに盛り上がった花見企画も、普

段、個別のMFだけでは関わること

のできない、ASN全体の会員との

親睦を深める場として貴重な機会となりました。 

【平成17年4月16日 参加27名】 

場所：中小企業センター 

講師：豊田吅成株式会社（企業内弁理士）小滝正宏先生 

演題：青色発光ダイオードからみた知的財産権訴訟（特許訴訟） 

 外部講師として小滝先生にお願いし、実際に関与された豊田吅成と日亜

化学工業の特許訴訟を題材に、青色発光ダイオードに関する最前線の議論

をお話ししていただきました。 

 非常にトピカルな話題でしたので、参加していただいた会員の皆さんに

も大好評の講演会となりました。講演会後の懇親会でも、小滝先生を中心

に活発な議論がなされました。 

【平成17年6月11日 参加35名】 

イベント：トレジャー・ハンティング（宝探し） 

名古屋マリオットアソシアホテルに集吅してランチブッフェを楽しんだ後、４人１組に分か

れて、トレジャーハンティングスタート。 

参加者には地下鉄１日乗車券が渡され、イベントスタッフの指令に従って、中区、千種区、

港区、北区と名古屋市内を駆けめぐりました。指令ポイントにたどり着くと、そこに待ち受け

ていたイベントスタッフから更なる指令が･･･。 

ゲームをしたり、調べ物をしたり、カラオケに挑戦したり、まさにロールプレイングゲーム

の主人公になった気持ちで、汗だくになりながら一つ一つの指令を

クリアしつつ、ゴールの司法書士会館を目指しました。 

見事ゴール一番乗りを果たした優勝チームが、宝物（ディズニー

ランドチケット）をゲット！ 参加者は皆さん心から楽しむことが

できました。イベント委員長の林宏美さんを中心に、入念な準備を

していただいたイベントスタッフの皆様には本当に感謝です。 
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【平成17年10月1日 参加30名】 

レク：長良川鵜飼い見物 

ASN始まって以来、初の鵜飼見物。伝統装

束に身を包んだ鵜匠が、燃え盛る篝火を焚き

ながら、鵜を自在にあやつって鮎を狩る様に

は厳かさを感じました。 

予想以上にたくさんの参加者が集まったた

め、定員オーバーとなり、レク副委員長が参

加できなくなってしまったというハプニング

もありました。 

このような伝統文化を尻目にして、お弁当

にビールやジュースを屋形船に持ち込み、大

いに盛り上がっているグループもありまし

た。また、ご家族での参加者が多かった企画

でもありました。 

鵜飼い見物の後は、犬山市内の居酒屋に移

動して二次会を行いました。 

【平成18年1月21日 参加24名】 

レク：ボーリング大会（星ヶ丘ボウル） 

年齢や性別を問わず楽しめるボーリング。

意外と消費カロリーが多いんですよね。 

終了後は、せっかく消費したカロリーを、

せっせと補給すべく、パーティルームにて食

べきれないほどの料理とビールで懇親を深め

ました。 

チーム戦で競い、豪華とはいかない（？）

までもいろんな賞品までいただいての楽しい

ひと時でした。 

【平成18年4月1日 参加32名】 

レク：ジンギスカンでお花見（浩養園） 

天気の心配をすることなく花見をしようと

いうことで、吹上の浩養園にて、手もみジン

ギスカンをみんなでいただきました。 

ラム肉は秘伝のたれを揉みこんだもので臭

みもなく、とてもおいしかったです。ビール

はもちろん「サッポロ生！」ピッチャーを

次々と頼んで、120分間みんなで飲んで飲んで

飲み続けました。 

それでも飽きたらず、その後はカラオケに

も行きました。３年以上も前のことなので、

誰が何を歌っていたかまでは思い出せません

が、当時の会長（笑）が、ジャニーズの曲を

歌って、ノリノリだったということがあった

ような･･･。 

【平成18年4月15日 参加28名】 

ASN全体研修会：産業貿易館 

会社法研究会、及び国際問題研究会（現・

ビジネスモデル研究会）が、これまでに行っ

た研修の中から以下のテーマを選択して発表

しました。 

会社法研究会 ：会社法改正 

国際問題研究会：①アメリカ司法制度 ②在

留資格 

愛知県産業貿易会館において、従来のイベ

ントとは尐し趣を変え、研究内容を発表して

いただく形式で会員間の親睦を深めるイベン

トとなりました。 

この頃は、こういう真面目な企画もしっか

りと開催していたんですよ。 

終了後は、丸の内の居酒屋で懇親会を行い

ました。満席で窮屈な感じになってしまいま

したが、MFの勉強会後の懇親会の拡大版のよ

うな雰囲気で、幅広く交流ができた気がしま

す。 
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【平成18年9月24日 参加36名】 

レク：静岡バスツアー 

朝8時に名古屋駅を出発したバス

は、午前11時に最初の目的地である静

岡県焼津市に到着。昼食は船内での

シーフード焼き。真っ昼間から、海を

眺めながらのビールを堪能しました。 

昼食後は、静岡市に向かって、海産

練物工場の見学。小学校の社会見学の

ような感じで、みな真剣に見ていまし

た。 

続いて大井川鉄道に乗車。異常なテ

ンションの車内放送に、車内は爆笑の

渦でした。 

最後に静岡市のお茶工場見学に行きまし

た。手で摘まれたお茶の葉が、抹茶に生まれ

変わる過程や、袋詰めされ商品になっていく

様子を見学しました。できたてのお茶を試飲

したり、抹茶ソフトを食べたり、和気あいあ

いとした雰囲気の中、帰路に就きました。 

帰りのバスでは、ほとんどの方が熟睡して

いましたが、一部の方はビールを飲みながら

ハイテンションのままでした。その結果、薄

暗い山道でバスを緊急停止させ、やむを得

ず用を足すというハプニングも･･･。 

その後、渋滞に巻き込まれ、予定よりも

かなり遅れての名古屋到着となりました。 

「日曜の夜だし、さすがに今日はこのまま

解散だろう」と思っていましたが、予想に反

して当たり前のように二次会へ突入。バスの

中でもさんざん飲んだはずなのですが、大半

の方が二次会に参加して、最後まで盛り上が

りました。ASNメンバーのパワーに最後まで

圧倒されっ放しでした。 

朝早くから夜遅くまで、内容の濃い楽しい

旅でした。ちなみに翌日の午前中、私（松

本）は完全にダウンしたままでした･･･。 

【平成19年3月31日 参加16名】 

レク：沖縄料理 食事会 

当初の企画では、例年通りの花見を予定

していたのですが、天候不項の日が続いた

ため、急きょ室内での食事会に変更となり

ました。当時オープンしたばかりのルーセ

ントタワー内の沖縄料理店で行いました。 

当日のお天気は予想に反して快晴で、ま

るで初夏のようでした。その当時から異常

気象が始まっていたのかもしれません。 

二次会は、お約束のカラオケで盛り上が

りました。年代が近い人が多かったせい

か、90年代の選曲が多かったように記憶し

ています。 

【平成19年4月14日 参加30名】 

イベント：郭源治さん 講演会＆食事会  

郭源治さんのお店で講演会を行いました。郭

さんは、お店を出すまでの苦労話や味付けに悩

んだことなどを面白おかしく話してくださいま

した。 

講演会の後は、郭さんのお店で食事会を開催

しました。郭さんも参加してくださって、和気

あいあいとした楽しい食事会となりました。料

理の味に郭さんの人柄が表れていたように思い

ます。 
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【平成20年6月14・15日 参加28名】 

イベント：篠島旅行 

ASN全体行事では初めてとなる一泊旅

行。午後12時40分に名駅に集吅し、電車

と船を乗り継いで篠島のホテル海原へ到

着。 

ホテル到着後、大企業の企業研修でも

利用されているビジネスゲームをおこ

なって頭の体操をしました。 

午後7時から大広間での大宴会。美味し

いお酒とテーブルを埋め尽くすほどの海

の幸を堪能し、その後は二次会のカラオ

ケで大いに盛り上がりました。 

翌日の朝食後は、グループに分かれて

魚釣りや島散策へ出かけて、日ごろの疲

れを癒しました。 

一泊二日のハードな日程でしたが、寝

食を共にすることで、会員間の親睦を深

める伝説のイベント行事となりました。 

【平成20年4月5日 参加44名】 

レク：いちご狩り＆BBQin南知多 

当初の企画では、「地引網体験とBBQ」を予定

していたのですが、この年は海苔の生育が遅く、

レク当日は地引網ができない状況となってしま

い、急遽いちご狩りに変更となりました。（地引

網を楽しみにして下さっていた方には本当に申し

訳ありません。） 

当日のお天気は快晴。名古屋駅を午前9時に出発

し、一路、いちごの里へ。 

いちごの里に到着後、約１時間半ほどいちご狩

りを楽しみ、甘くなったいちごをお腹一杯いただ

きました。いちごを20個以上召し上がった方もい

らっしゃいました！ 

その後、南知多グリーンバレイに移動してBBQ

大会。６つのグループに分かれて、魚介類やお

肉、焼きそば等を楽しみました。 

最後に参加者全員で写真撮影をして、帰路につ

きました。お天気にも恵まれ、楽しい１日となり

ました。 

【平成19年11月17日 参加44名】 

レク：伊賀の里モクモクファーム 

ご家族での参加も多かった伊賀モクモ

クファームのバス旅行。朝9時に名古屋駅

を出発したバスは、午前11時に目的地へ

到着。 

早速、昼食のBBQ会場に向かって、美

味しい豚肉や伊賀米、地ビールを堪能し

ました。 

昼食後は、メインイベントの「手作り

ウィンナー体験」です。さっそく手袋を

つけて開始したのですが、なかなかうま

く詰められなかったり、太さや長さがバ

ラバラのものができたり･･･と、大人も子

供も楽しく大騒ぎをしながらの作業とな

りました。出来あがったウィンナーはお

土産としてお持ち帰り。 

その後は各自ファーム内を自由に散策

したり、買物をしたりで楽しみました。 

帰りのバスの中では、もくもくファー

ムのお土産品（ウィンナーやハムなど）

を景品にゲーム大会をするなど、とても

盛り上がったバスツアーでした。 
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【平成20年11月3日 参加30名】 

レク：ソフトバレー大会 

本格的なスポーツ企画と

しては初の試みである「ソ

フトバレー大会」をARCO

清洲で開催しました。この

スポーツ企画というのはMF

同士でソフトボール試吅を

行った際に、懇親会の席で

誕生したアイデア（？）だったように記憶し

ております。 

MF単独のチームだけでなく、いくつかの

MF連吅のメンバーで編成されたチームもあり

ました。これらを２グループに分けて、チー

ム対抗戦の形式で行ったのですが、当初のう

ちは「レク」らしく、和気あいあいとした感

じでした。 

しかし、そこは士業という職業柄（？）、

勝負事がからむと「負けていられない」性分

の方が多いですから、対抗戦、決勝トーナメ

ントと進むにつれて、かなり真剣勝負な雰囲

気となっていきました。 

皆さんフェアプレイで怪我も無く、盛況の

うちに懇親会に突入し、こちらも盛り上がり

ました。翌日は筋肉痛に悩まされた参加者が

多かったようで、運動不足を痛感されたと

か･･･。 

【平成21年6月27日・28日 参加25名】 

イベント：旭高原キャンプ 

名古屋駅に集吅した後、チャーターしたバ

スに乗って、豊田市にある旭高原まで向かい

ました。 

この企画は「童心に還る」がテーマであ

り、小中学生時代に学校行事で行ってきた

キャンプを思い出しました。 

到着後、グループに分かれて、広場で「長

縄跳び」を楽しみました（なかなか体力を消

耗しました）。 

運動で汗をかいてから、飯ごう炊さんと

バーベキューで、みなさんお腹いっぱい食べ

ていました。 

夜はキャンプファイヤーで、なつかしの

フォークダンスを行いました、皆さんすっか

り尐年尐女の頃の気持ちを思い出したことで

しょう！ 

夜が更けて就寝時間になっても、大広間

（おそらく林間学校で使う団体の宿泊所？）

に集まって、明け方まで話が尽きることなく

大いに語らっていました。 

バンガローに戻るとき、星が綺麗だったこ

とをハッキリと覚えています。翌日も、テニ

ス、ドッジボール、釣りと各人それぞれ充実

した時間を過ごすことが出来ました。 

【平成21年4月4日 参加33名】 

レク：船上お花見会 お座敶船「義丸」 

４月の春といえば「お花見」ですが、どう

しても変わりやすい春の天候が気になる･･･と

いうことで、お座敶船を貸切って船上からの

お花見を行いました。 

やはり天気は、あいにくの雤となってしま

いましたが、出発地の納屋橋、そして堀川沿

いから所々に見える夜桜や名古屋港の夜景が

とても綺麗でした。 

お座敶船というと、屋形船のようなイメー

ジで「吹きさらしで寒いかな」と乗る前は

思ったのですが、しっかりとしたガラス張り

で気になりませんでした。 



 15 

 

●活動内容 

 偶数月毎に、栄周辺に

て約１時間半の勉強会と

懇親会を行っています。勉強会は毎年テー

マを決めています。 

テーマに沿って、MFに所属している会員

が講師役となりディスカッション形式で

行っています。 

●過去１年の主な活動テーマ 

平成21年度テーマ「不況に勝つ！」 

「最近の保険業界の動向、事例等につい

て」講師 FP 古川信彦さん 

「雇用調整助成金（中小企業緊急雇用安定

助成金）」 講師 社会保険労務士 淺野 真

理子さん 

●メンバーの人数や資格 

約10名の会員が参加しています。弁護

士、司法書士、税理士、社会保険労務士、

行政書士、土地家屋調査士、FPの方々が参

加されています。 

●MFの流れ・平均予算 

勉強会は夜7時から１時間半程度開催、そ

の後に場所を変えて近くの居酒屋で懇親会

となり、11時ぐらいに終わります。 

平均予算は勉強会が会議室代として500円

程度、懇親会が3,500円程度となっていま

す。 

●よく開催する場所 

 名古屋市中区栄四丁目16番8号 

 栄メンバーズオフィスビル 

●今後どのような活動をしていきたいか 

今後もタイムリーなテーマで勉強会を進

めて、実務にも役立つような内容にしてい

きたいと思います。 

懇親会も力を入れて、メンバー交流の場

にしていきたいと思います。 

私がASNに参加させていただくことと

なったきっかけは、平成10年に開催された第

4回自由業フレッシュマン・フォーラムで、

テーブルをご一緒した皆さんとの出会い・二

次会・勉強会からであります。 

当時は勉強会の名称はASNではなく、F3

という名称で、ASN初代会長の石田さんがお

世話係をして下さっており、人数も5名程度

だったと記憶しております。 

早いものでそれから11年、ASNとなって

からでも10年が経ち、会員数も320余名と大

変大きな組織、みんなが誇りを持てる組織に

なったと感慨深く思うのは、きっと私だけで

はないと思います。 

歴代会長を初めとする役員の皆さんのご

尽力があってのASN。会員１人１人の志が

あってのASN。今後も20年、30年とASNが存

続、発展し、会員の親睦・知識の向上の場・

社会貢献、そして、みんなに感謝される会で

あってほしいと心より願っています。 

最後になりましたが、ASN設立10周年お

めでとうございます。今後のますますのご発

展を心よりお祈り申し上げます。 

追伸。私が14年前に開業したときは20歳

代でありましたが、今では40歳代。いわゆる

「おっさん」であります。 

現在、私が参加させていただいているMF1

は、性別、年齢、資格とも色々な方がバラン

ス良く在籍されており「おっさん」の私でも

違和感なく出席させてもらっています。よろ

しかったら、一度覗いてみてくださいませ。 

土地家屋調査士 佐 原 法 人 
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●活動内容 

 約10年間、毎

月継続して、１

時間半程度の勉強会及びその後の懇

親会を行っています。 

メンバーは各士業からなり、参

加者の年代も幅広く、異業種・異年

代の交流の場となっています。 

新しいメンバーを迎え、またメ

ンバー以外の方の参加もあり、活発

に活動しています。随時、新メン

バー、参加者を募集しております。

興味のある方は、是非ご参加下さい。 

●過去１年の主な活動テーマ 

「生活保護制度」 

 講師 伊藤陽児さん（弁護士） 

「土地境界紛争ADRでの解決 」 

 講師 渡邊歩さん（土地家屋調査士） 

「会社経営者の事業承継対策」 

 講師 伊藤智香さん（税理士） 

「男と女の事件簿」 

 講師 松田太源さん（弁護士） 

「豊田市の農地転用を考える」 

 講師 奥村志保さん（行政書士） 

「助成金活用術」 

 講師 花村俊広さん（社会保険労務士） 

 

「立体商標について」 

 講師 青山秀夫さん(弁理士) 

「地位譲渡契約の実例」 

 講師 中村桂太さん(社会保険労務士) 

「戦国武将の事業承継」 

 講師 志水正芳さん（税理士） 

「特許流通と事業経営」 

 講師 堀啓一さん（行政書士） 

●MF2の重大事件 

①出会い②別れ③再会④独立⑤宴会、

等々･･･詳しくは懇親会に御参加ください。 

●今後どのような活動をしていきたいか 

「来るものは拒まず、去るものは追わ

ず。」ここでの出会いを大切にして、この

先10年も、お互い楽しく勉強会・懇親会を

続けていきたいと思っています。 

愛すべきMF2 

MF2が発足し、最初に顔吅わせ会を行った

のが平成12年3月22日である。その日は、9名

の各士業が集まったのであるが、その内6名

は現在もアクティブメンバーとして毎月の勉

強会や懇親会に参加している。 

平成12年末までに13名の登録となり、平

成13年末には18名の登録となった。その後は

新加入や脱退などもあり、平成21年10月現在

では21名が登録している。 

この10年間、ほぼ毎月勉強会を続けてき

た（台風等で急遽中止にしたことはあった

が）。それにしても、よく続けてきたもので

ある。これだけ長く続けてこられたのも、本

当に素晴らしいメンバーのおかげであろう。 

特にMF2のメンバーは、みんな仲が良い。

その上、大酒飲みが多く、また男性陣よりも

女性陣の方が酒にめっぽう強いときたもの

だ。そのため、毎年の暑気払いと忘年会は大

勢の参加者となる。 

いつだったか暑気払いの際に、中華料理

屋の酒類を飲み尽くしてしまったこともあっ

た。また、楽しみにしていた有名銘柄の日本

酒が飲めず（お店で出してもらうはずだった

のに出なかった）怒り出す人達もいたなぁ。 

ワイワイがやがや、MF2は、この先、何年

も続いて行くだろう。 

弁護士 松 田 太 源 
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●活動内容 

 MF3は、ASN立ち上げ

当初から活動をしている

ミニフォーラムの一つです。（MF3の母体

は、ASN発足以前から活動していた勉強会

であり、ASNの中心メンバーが多く所属し

ているMFの一つでもあります。） 

これまでは勉強会を中心とした活動を長

期にわたり続けて参りましたが、近時は、

参加メンバーの懇親の場をつくることに主

眼を置くこととし、隔月（奇数月）に飲食

店での懇親会を開催しております。 

和気藹々とした雰囲気の中で、参加メン

バー相互の情報交換やストレス解消の場を

提供することが出来ればと思って活動して

おります。 

●メンバーの人数や資格 

メンバーの資格は多岐にわたっておりま

す。20数名の構成員のうち10名前後は、コ

ンスタントにご参加いただいております。 

●開催の流れ 

現在は懇親会中心ですので、開催日（平

日）の午後7時に開催場所である飲食店に集

吅する形になります。 

予算は通常の飲み会程度と考えて下さ

い。（さらに飲みたい方、歌いたい方は二

次会へ。） 

●よく開催する場所 

栄近辺が多いですが、メンバーの希望に

忚じ、様々な場所での開催を検討しており

ます。（グルメ会的色彩を今後は強くして

いくつもりです。おいしいものをいただき

ましょう。） 

●今後どのような活動をしていきたいか 

せっかくMF3という場所で、親しくなる機

会を得たのですから、末永く、懇親を深め

る場を持ち続けることができればと思いま

す。（新規メンバーも歓迎しますので、ご

興味のある方は、お気軽にご連絡下さい。

資格、年齢問いません。） 

 

ベースキャンプ 

ASNの10周年にあたり、記憶が風化しな

いうちに書き記しておきます。すべて私の記

憶を頼りにしていますので、細部の差異はご

容赦ください。 

フレッシュマンフォーラムに参加した私

は、ASN自体への入会を表明していました

が、全体行事が計画的に実施されていなかっ

た当時は、特に何かに参加することなく、時

が過ぎていました。 

そんな折、「今ある勉強会を一度シャッ

フルしてMF1からMF5までの４つ（MF4は欠

番）のミニフォーラムを立ち上げる」という

計画が持ち上がりました。 

その会議においては、それぞれのMFにつ

いて最初の幹事を選び、その他の方は、どの

MFに参加するのかを自由に選択していく方

式になりました。 

MF3は、不動産鑑定士の李さんが最初の幹

事でした。まったくの初対面でしたが、知っ

ている人が尐ない私にとっては、李さんの雰

囲気になんとなく魅かれ、MF3を選択しまし

た。 

これがMF3発足の瞬間であり、私にとって

はASNへの参加のきっかけとなったことでし

た。現在は２度目の運営幹事をやらせていた

だいていますが、MF3こそがASNへの参加の

「ベースキャンプ」であることに、今でも変

わりはありません。 

税理士 浅 野 哲 司 
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 まずはASNの設立10周

年おめでとうございま

す。 

私はASNがまだ小さなサークルだったこ

ろは知りませんが、いよいよ異業種交流会と

して本格的な組織となった当時に、ASNのメ

ンバーに加わりました。 

多くの仲間と接し、各種の勉強会・イベ

ントにも参加させていただきました。 

夏の終わりに行われる新入会員の勧誘

パーティーや年明けの賀詞交歓会、年度の区

切りに開催される定時総会では毎回多くの参

加者と交流することが出来て、私にとって常

に有意義な集まりでした。 

おかげで普段知り吅うことが出来ない他

の士業の先生方と知り吅うこともでき、仕事

の上でも大変役に立ちました。 

われわれ士業の人間は単独で仕事をする

ことが多いのですが、助けが必要なときに頼

れる仲間がそばにいてくれたり、逆にこちら

からも援助ができたりと、私にとってこの10

年はASNと共にあった10年と言っても過言で

はありません。 

また各種のレクリエーションでは、普段

はバラバラの人間たちが、あたかも会社にお

ける懇親行事に参加しているような連帯感が

感じられました。ゴルフコンペなどで趣味を

同じくする仲間に会えた事も、とても有益で

した。 

私自身はMF7の代表幹事として、長年ミニ

フォーラムの運営を支えてきましたが、向こ

う10年間はミニフォーラムへの参加を中心と

しつつも、ASNの全体事業の運営にも協力

し、次回20周年を迎えられるよう尽力してい

きたいと思っています。 

司法書士 堀 田 泰 司 

平成卒 全盛時代 

MF5は当初、司法書士の

林秋彦先生を中心に創設されました。平成

12年、まさに20世紀末の頃です。 

当初は毎月１回ナディアパークの会議室

で勉強会を実施し、その後に飲食会という

パターンで運営してきました。 

最盛期、メーリングリスト上では20名を

超える規模でしたが、段々脱落し、数年前

からは年に２回ほど飲み会を開くに留まっ

ています。但し、各自の得意分野はお互い

に熟知しているので、何か仕事で必要な場

吅は活用し吅っている関係です。 

今回、記念誌の原稿を書くに当たり、現

行の会員名簿を見たのですが、初期の人が

減ったことを痛感しています。 

話は変わりますが、私の出身大学の同窓

会でも、最近は「平成卒の会」が別組織で

出来ていて、若手の方達が活躍していま

す。聞くところによると昭和世代を除外す

るのは、様々なところで見られる現象のよ

うで、ASNも似たような状況になっている

のではないでしょうか？ 

私は昭和38年生まれ、昭和61年大学卒で

す。私が大学生の頃は携帯電話も無く、

PCもまだ珍しく、現在の情報化時代から

見れば「遅れた世代」です。 

自分では、まだ若い世代だと思っていま

したが、いつの間にか追われる側に移って

いるのかもしれません。ASNもどんどん世

代交代して活性化された組織となっていく

ことを祈念します。 

不動産鑑定士・税理士 樋 沢 武 司 
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●活動内容 

 毎 月、国

際センター

にて１時間半程度の勉強会をし

ています。その後、名古屋駅周

辺の居酒屋等に移動して懇親会

を開いて交流を図っています。 

●メンバーの人数や資格 

現在、MF8の会員数は36名で

す。開業したばかりの方から経

験豊富な方まで参加している元

気印のミニフォーラムです。年

齢層も幅広く、毎回、賑やか

に、楽しく、真剣に勉強会を

行っています。 

●今後どのような活動をしていきたいか 

MF8でのご縁を大切にして、互いに楽しく

活動を続けていきたいと思います。 

新しい会員さんも気軽に参加できる雰囲

気を、益々大切にしていきます。 

また、他のMFや研究会との交流をすすめ

ていきたいと思います。 

●MF8の出来事 

ASNキャンプ参加･･･みんなでキャンプファイヤ～！ 

恒例春のソフトボール大会･･･見事な大接戦のナイトゲームです。 

ASNソフトバレーボール大会･･･優勝しました！ 

北陸温泉の旅とミステリーツアー･･･汗と涙と笑いの蕎麦作り体験もありました。 

野沢温泉スキーレクリエーション･･･野沢温泉の夜は素敵で楽しい。 

嬬恋スポーツレク･･･ゴーカート、アーチェリー、クレー尃撃、テニス等やり過ぎ～！ 

こんな女のひとりごと 

今でもよく覚えています。開業したての

あの頃。入ったばかりのMF8で、何だか自分

には敶居が高く感じて馴染めないんじゃない

かとカチコチになって座っていたことを。 

あれから７年。MF8は、旅行に行ったりす

るほど親しいお仲間になりました。 

また、ASN全体の行事で多くの人と出会

い、プライベートでもゴルフ・山歩き・ホー

ムパーティなどと、一緒に遊ぶ間柄のお仲間

まで出来ました。 

７年前に資格を取って看板を上げた当初

は、たった一人で道を歩いて行くイメージが

ありましたが、行政書士会や、ここASNで、

同じような悩みを持ちながらも頑張っている

仲間たちとの、横のつながりがあるおかげ

で、会社にいた頃よりもずっと多くの同僚達

に囲まれている感じがあります。 

また、私はもともと岐阜県人なので、名

古屋には知り吅いがほとんどいませんでし

た。今、名古屋に自宅を引っ越してきて１年

が経ちますが、時おり、ASNのメンバーと道

ですれ違うことがあったりして、近くで何人

も仕事をしている方々がいるという安心感が

あって心強く、とてもありがたいことです。 

ここで出会って仲良くなれた多くのみな

さんと、この先もずっとずっと楽しく、とき

に愚痴もこぼしあいながら、共に歩んでいけ

ることを願っています。 

この出会いの場に、感謝感謝！ 

行政書士 長 縄 光 恵 
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●活動内容 

 毎月、栄または伏見駅

周辺にて１時間半程度の

勉強会及びその後に懇親会を行っていま

す。テーマは発表者にお任せですが、リク

エストがあったり、時事ディスカッション

があったりと、みんなで決めて楽しく運営

しております。 

●過去１年の主な活動テーマ 

金融経済の話、節税の話、著作権の話、

今さら聞けない士業の疑問討論会、暑気払

いなどなど、士業に偏りがないという特徴

をフルに活かしたテーマで活動していま

す。 

●メンバーの人数や資格 

約15名程度の会員が毎回参加していま

す。年齢は20代～40代まで幅広く、女性会

員も比較的多く参加しています。 

名古屋周辺の方が多く、弁護士、司法書

士、弁理士、税理士、社労士、行政書士、

不動産鑑定士、土地家屋調査士、FPと、ほ

とんどの士業が勢ぞろいしています。 

●MF9の重大事件 

・売上倍増！ 

・独立開業！ 

・事務所建てちゃいました！ 

・豪邸購入！ 

などなど・・・。 

●今後どのような活動をしていきたいか 

縁そして仲間を大切に！ 

MF9をひと言であらわすなら「士業と個

性のメルティングポット（るつぼ）」と表

現することができます。 

およそ、日常に生起する問題を解決する

ために必要な士業が、揃って参加している

からです。ASNでは数尐ない弁理士も参加

しています。そのため、MF9に所属してい

れば、業務が異業種に及ぶ依頼でも安心し

て受任することができます。またMF9の参

加者には社交的な人が多く、飲み食いする

にも事欠きません。毎月１回の勉強会の後

は、夜遅くまで懇親会が続きます。 

もちろん、勉強会のテーマも多種多様で

す。その守備範囲は広く、最新の問題を熱

く議論することから始まり、果ては、蕎麦

打ちの勉強にまで及びます。幅広い知見を

得ることによって、一つ一つの業務に深み

が出るというものです。（現実は、ちょっ

と違うかも？） 

さらに、MF9の面白いところは、幹事に

よって勉強会の色吅いが変わってくること

です。同じテーマで勉強会をやっても、幹

事によって、内容はもちろん、参加するメ

ンバーまで様変わりすることがあります。

懇親会場も、幹事が交替するごとに毛色が

変わり飽きることがありません。まさに、

個性のメルティングポットたる所以です。 

このところ、新しい参加者が尐ないのが

残念ですが、これからもMF9は、個性に磨

きをかけて発展していくことでしょう。そ

の行き着くところは神のみぞ知るところで

すが･･･。 

弁護士 櫻 井 博 太 

H20.3.24開催「ムッシュ木村の食いしん坊万歳！」より 
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●活動内容 

 毎月１回、午後7時よ

り約１時間の勉強会、そ

の後は金山駅周辺にて懇親会を行っていま

す。勉強会は毎月担当者を決めて、テーマ

を基本的に担当者にお任せする形で行って

います。勉強会と言っても堅苦しいもので

はなく、各人が自由に質疑忚答をするよう

なフランクな雰囲気のもと行っています。 

運営面では、各士業がバランスよく、か

つ皆さんに万遍なく発表して頂けるよう配

慮しております。懇親会は各士業間におけ

る情報交換、日頃のストレス発散にはうっ

てつけの機会となっています。金山駅周辺

で行いますので、アクセスもよく、飲み屋

も多いので、毎回会場を変えて楽しく飲ん

でいます。 

●メンバーの人数や資格 

企業内資格者も尐なからずいらっしゃい

ます。全部で約40名の構成員がいますが、

そのうち勉強会には毎回12～13名程度、懇

親会には毎回8～10名程度がご参加頂いてい

る印象です。 

●今後どのような活動をしていきたいか 

今後も基本的にはこれまでと同様、毎月

１度の勉強会と懇親会をベースに活動して

いく予定です。 

今年度はスポーツ（ボーリング等）を取

り入れてみたり、他のMFとの交流を図るよ

うな企画も検討中です。新規メンバーにつ

いては、いつでも大歓迎ですので、ご興味

のある方は、ぜひお気軽にご連絡下さい。 

MF10の光と影？ 

私がMF10に入ったのは、２年程前にホテ

ルアソシアで催されたASN説明会で、司法書

士の田島さんや土地家屋調査士の児玉さんか

ら、熱烈なラブコール（？）を受けたのが

きっかけです。（ちなみに、私は二つ返事で

お受けしました。） 

それ以来、MF10の勉強会には毎月のよう

に参加させて頂いております。私の場吅、ど

ちらかというと勉強会後の懇親会で、美味し

いお酒を飲むのが目当てではあります

が･･･。 

毎回、金山駅周辺で催される懇親会で

は、他士業の皆さんの業界事情だとか、経営

事情だとか、はたまた家庭事情（？）だと

か、同世代ならではの話題で盛り上がってお

ります。 

MF10の良い所は、メンバー同士が「先

生」ではなく、「さん」付けで呼び吅うよう

にしていることです。そのせいか、とてもフ

ランクな人間関係が出来ているように思いま

す。 

また、新人の方も自然と溶け込めるよう

な雰囲気がありますので、だまされたと思っ

てぜひ一度参加してください。 

尐し残念なところは、ずばり（！？）女

性参加者が非常に尐ないことです。その理由

は皆目見当がつきませんが、懇親会で男性が

十数名がずらっと並んだ光景は、非常に男く

さく壮観でさえあります。 

弁護士の片山さんをはじめ、男らしいイ

ケメンたちが沢山参加しておりますので、特

に女性の皆さんにおかれましては、だまされ

たと思ってぜひ一度参加してください。 

弁護士 正 木 健 司 
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●活動内容 

 MF11 で は、メ ン

バーが講師になって勉

強会を行う形式ではな

く、おいしい食事やお

酒をいただきながら、

情報交換会のスタイル

で活動しています。 

情報交換会では、参

加者それぞれが「仕事

の上で日頃気になって

いること」を相談したり、「他の参加者か

らの情報や意見」に耳を傾けたりと、気軽

な雰囲気の中にも真剣味のある有意義な交

流をおこなっています。二次会への参加者

も多く、ワイワイと飲んで盛り上がった

り、カラオケで熱唱したりと、若かりし頃

に戻った気分で皆さんストレスを発散して

います。 

新規で参加される方が毎回いらっしゃい

ますが、気の良い仲間達と幹事がしっかり

とサポートしますので「せっかく参加した

けど一人ぼっちだった」ということはあり

ません。新入会員の方は、ぜひお気軽に参

加してみて下さい。いつでも大歓迎です！ 

●メンバーの人数や資格 

開催は２ヶ月に１回程度で、参加者は20

名前後と賑やかです。各士業まんべんなく

参加されていますので、同業者の仲間もす

ぐ見つかると思います。年齢は30～40代が

多く、独身の男性会員・女性会員も結構い

ますので、最近はやりの「婚活」ができ

ちゃうかも。 

●MF11の流れ・平均予算 

平日の夜7時から9時頃まで食事をしなが

らの情報交換会。二次会は、有志で近くの

居酒屋やカラオケ等に移動します。情報交

換会の予算は4～5千円程度。 

●MF11の大事件 

土地家屋調査士の小島一晃さんが、なぜ

か2009年鈴鹿８時間耐久レースに参戦。し

かも決勝戦を完走！ 

（出走58台 完走45台中 26位） 

●今後どのような活動をしていきたいか 

参加者にとって「楽しく・ためになる」

MF11であり続けられるように、メンバー全

員が一体となって盛り上げていきたいと思

います！ 

「アムロ、行きま～す」でおなじみの

「機動戦士ガンダム」が、名古屋発というの

を皆さんご存じですか？1979年に名古屋テレ

ビで初放送され、このたび30周年を迎えまし

た。 

これを記念して平成21年夏、ポートメッ

セ名古屋にて「生誕30周年祭 in NAGOYA 

ガンダムTHE FIRST ～未来創造の世紀へ

～」が開催されました。私も家族みんなで会

場に足を運びましたが、なんと入場まで３時

間コース！お客さんも全国から来ているよう

で、愛知万博なみのすごい行列でした。 

汗だくになりながらも何とか会場に入る

と、記念グッズのＴシャツや限定プラモデル

は既に完売。「やっぱりなぁ～」と思いなが

らも非常に残念でした。個人的には、名古屋

弁バージョン「だまくらかしたな、シャ

ア！」Ｔシャツが欲しかった～(笑) 

我らがアイチ士業ネットワークもこのた

び10周年を迎えましたが、数々の名セリフを

生み出した「機動戦士ガンダム」のように、

皆さんに支持されて20周年、30周年と末永く

続いていくことを心から願っています! 

税理士 安 藤 雅 康 
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●活動内容 

 ２、３ヶ月に１度、勉

強会・懇親会を開催して

おります。持回りにより、各業種の講師が

話題のニュースや諸法の改正等に伴う勉強

会や、グルメツアー、飲み会等を行ってい

ます。 

●過去１年の主な活動 

昨年は「刑事手続」「消費税」「派遣契

約期間」等の勉強会を行いました。 

忘年会以降は、知多半島へのふぐ料理ツ

アーを行い、名古屋で鳥料理を食べ、この

夏には、42階からの眺望をつまみに飲み放

題の暑気払いを行いました。 

●メンバーの人数や資格 

司法書士を中心に20数名、各業

種の方が参加しています。 

●MF12の流れと平均予算 

通常、平日の夜 7時から栄・

エーデルワイス２Ｆにて勉強会を

開催します。その後、栄か名駅の

居酒屋等にて懇親会を行います。

予算は3,000～5,000円程度です。

懇親会のみ開催の場吅は、夜7時

か8時ぐらいからです。 

●よく開催する場所 

名駅周辺か栄付近。勉強会は、主に栄・

エーデルワイスの２階です。知る人ぞ知る

レトロ調の喫茶店です。フリースポットで

無線LAN完備です。貴方も一度は訪れてみ

ては…。 

●今後どのような活動をしていきたいか 

定期的な勉強会・懇親会・ツアーの他、

スポーツ等のイベントの開催についても、

参加メンバーの意見を聞きながら考えてい

きたいと思います。新規メンバーについて

は大歓迎です。もちろん、懇親会のみの参

加もOKです。 

ASN10周年おめでとうございます。10年

間で300人規模の士業団体になるということ

は、ちょっとした偉業なのではないかと感じ

ております。 

ASNに入会したのが４年前。ちょうど司

法書士として開業したばかりの頃でした。今

から振り返ってみると、当時は仕事が欲しい

が故に入会したといっても過言ではありませ

んでした。 

しかし、この４年間を振り返ってみて、

入会して一番よかったと思うことは、たくさ

んの仲間ができたということだと思います。

（もちろん仕事を頂くこともあり、非常に感

謝しておりますが。） 

私たち士業の人間は、一人ないし数人の

職場で仕事をすることが多く、寂しい時、不

安な時もあろうかと思います。 

そんな時にミニフォーラムや研究会での

勉強会や懇親会・イベントやレクといった全

体行事に参加して、たくさんの仲間と共にた

わいもない話をして（とある女性会員の恋愛

話にもよく付き吅わされたものです）、時に

は真剣に議論をし、ASNと共に成長すること

ができたのではないかと思い、非常に感謝し

ております。 

最後に、この規模の団体になると新入会

員と古参会員の交流が非常に難しくなってこ

ようかと思います。しかし、新入会員にとっ

て古参の方の存在は、仕事の面でも人生の面

でも非常に頼もしいものです。 

今後もこういった記念事業を続けていっ

て、新入会員と古参会員の交流の場を増やし

てもらえればいいなぁと思います。10周年記

念事業実行委員の皆さん、ありがとうござい

ました。 

司法書士 鬼 頭 大 介 
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私がASNという団体を知ったのは、確か

事務所移転真っ最中のバタバタしていた2007

年の6月頃だったと思う。 

元同僚で同時期に独立した現在の事務局

長の鈴木雅勝さんに誘われ、MF11に参加し

たのが入会のきっかけである。 

参加とは言っても、当時からMF11は親睦

会中心の活動をしていたので、「ASNという

のは、飲みながら情報交換する集まりなんだ

ろう」と簡単に思ってしまい、新入会員説明

会にも参加しないまま、気楽にMF13の立ち

上げに行ってみたところ、「えっ、勉強会な

んてあるの？」→なんとなく運営幹事→代表

幹事という流れでASNに呑み込まれていった

経緯である。 

こういう風に書くと入会して後悔してい

るのかと思われるかもしれないが、会員の皆

様、それは全くの逆であるので悪しからず。 

ASNに入会し、それぞれ特徴のあるMFに

もいくつか参加し、皆で勉強をして飲み、語

らう…。また、全体行事であるイベントやレ

クでは、飯を作り、汗を流す…。まるで学生

に戻ったのか（ちょっと言い過ぎ）と勘違い

するかのような楽しい団体である。 

それだけではなく、業務の面でも、同

業・他士業・諸先輩方と情報交換、質問、コ

ラボ、相談、お願い、さらには愚痴をこぼし

たり、ごめんねごめんねー（？）もできる稀

有な団体でもある。 

一般的に孤独な稼業である士業にとっ

て、ある意味、心のオアシスを求めることが

できるASNという団体が、更なる発展をして

いくことを切に願い、筆を置きたい。 

ASN愛してるよー。 

行政書士 田 中 聡 

●活動内容 

 ２ヶ月に

１回ぐらい

のペースで、主に栄または名

駅にて、勉強会（１時間半程

度）及び懇親会を行っており

ます。 

勉強会の内容は、開業され

て５年以内の方や事務所勤務

の方が多数参加されています

ので、開業当初や事業を進めていくにあ

たっての身近な疑問や各士業の業務内容の

紹介及び他士業の業務との関連性について

開催してきました。 

懇親会では、勉強会では聞けなかった各

士業の「裏」の話や実務経験に基づいた

「知っ得」な話が聞けます。お客さんとの

ネタ話の収集にもってこいです！ 

●過去１年の主な活動テーマ 

 「知的財産権ってなんだろう？」 

  講師：弁理士 牧野琢磨さん 

 「確定申告の留意点」 

  講師：税理士 松田憲治さん 

 「車庫証明入門」 

  講師：行政書士 磯村信悟さん 

 

 「建設業許可について」 

  講師：行政書士 田中聡さん 

 「改正貸金業法の影響」 

  講師：司法書士 鈴木雅勝さん 

 「家事関連費とスーツ代」 

  講師：税理士 舟橋武史さん 

●今後どのような活動をしていきたいか 

MF13では、現在のところ、各士業偏りな

く参加いただいておりますので、同業者及

び他士業との懇親を深め、また、仕事上に

おいても協業できるような間柄を培ってい

けるような場所の提供を考えております。 

今後の勉強会は、講師による各テーマの

発表にとどまらず、ディスカッション形式

での検討会も取り入れます。懇親会につい

てもメンバーの親睦をより一層図るような

試みを模索していこうと考えています。 
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●活動内容 

 ほぼ毎月、栄を中心に

勉強会・懇親会を行って

おります。MF14はまだスタートして１年の

グループですが、毎月活動しているためみ

んな仲良しのグループです。 

●メンバーの人数・資格 

資格は多岐にわたり弁護士・公認会計

士・司法書士・税理士・弁理士・社会保険

労務士・不動産鑑定士といったところで

す。 

ASN全体でも数尐ない不動産鑑定士と弁

理士の方が複数名出席されているのは、他

のMFに無い特色です。 

●MF14開催時の流れ・平均予算 

活動は毎回19:00より勉強会をスタート

し、20:30より懇親会という感じです。出席

される方がいつも多く、毎回15名～20名は

定期的に参加していただいています。 

１回あたりの勉強会及び懇親会の平均予算

は、4,000円ぐらいです。 

●今後どのような活動をしていきたいか 

 まだ１年しかたっていない

グループなので、古参と言え

る人もおらず、気兹ねなく、

安心して参加してください。

すぐに打ち解けることができ

ると思います。 

 一度参加していただければ

わかりますので、是非一度顔

を出してみてください、後悔

はさせません。代表幹事の小

林賢一郎が保証します！ 

私とASNが出会った記念すべき日は平成

20年4月5日でした。当時の彼女（10周年記念

事業の頃には妻になっているはず）の先輩の

紹介で、レク行事であるイチゴ狩りに参加し

たのが最初でした。 

イチゴ狩りでは、およそ10年ぶりに大学

時代の同級生のF本さんと感動！？の再会。

そんなご縁によりASNで活動させていただく

ことになりました。 

入会してからは、篠島旅行に参加した

り、ＦＰ研究会に入ったりと、ここでも沢山

の人との出会いがありました。 

気がつけばMF14の立ち上げにもかかわる

ことになり、僭越ながら初年度の代表幹事と

いう大役も務めさせていただきました。 

ホタックスさんという優秀な運営幹事、

そして参加意欲の高いメンバーに恵まれたこ

ともあり、約１年間の任期中、無難に責務を

果たすことができたのではないかと自負して

おります。 

私にとっての ASNとは、A（遊ぶ）、S

（しゃべる）、そしてN（飲む）場です。

「なんだ、ただの飲み会じゃないか」と言わ

れ て し ま い そ う で す が、ち ゃ ん と S

（STUDY）だってしてますよ。 

士業にとって、人と人とのつながりは宝

物です。宝の山であるASNが、これからもま

すます発展していくことを祈念いたしまし

て、コラムの締めとしたいと思います。 

弁護士 鈴 木 和 貴 
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●活動内容 

 平成21年9月に立ち上

がったばかりの新規MF

です。勉強会を中心に季節ごとのイベント

（忘年会、花見etc･･･）を取り入れて活動し

ていく予定です。 

●メンバーの人数 

現時点で正確な人数は未確定ですが、立

上げ時に参加表明頂いた方は30名超、10月

の第1回目は20名の方にご参加頂きました。 

構成は現時点で各士業数名ずつとバラン

スの良い構成となっており、士業間のネッ

トワーク作りにお役に立てると思います。 

また女性の方に多くご参加頂いており、

女性同士のネットワーク作りにもお役に立

てると思います。 

 

●開催時の流れ・平均予算 

開催は毎月第3金曜日（繁忙期等を除く）

の19:00スタート、１時間～１時間半の勉強

会の後会場周辺にて懇親会の流れです。 

会場はメンバーの服部さんのご厚意によ

り提供して頂いている、㈱新東通信の会議

室を基本に栄周辺の会場で開催を予定して

います。 

●今後どのような活動をしていきたいか 

立ち上がったばかりのMF15では皆様の力

を必要としております。「新入会員の方で

まだMFを決めかねている･･･」「最近行って

ないけどそろそろ本腰入れようかな･･･」

等々、どんな方でも参加歓迎です。 

まだまだ、スタート段階のMF15では何の

気兹ねもいりません。是非ご参加頂き一緒

に活動を盛り上げて行きましょう。 

 活動について

は試行錯誤の段

階ですが、他の

MFにない独自の

色を出していけ

たらと考えてい

ます。 

 一度参加して

み て も い い か

な？と 思 っ た

方、代表幹事の

曾山まで是非ご

連絡下さい！ 

今年度に立ち上がったばかりのMF15。現

段階ではまだMF独自の「ネタ」がありませ

んので代表幹事個人の私的なネタを･･･。 

私は中村区のT会計の出身です。T会計は

勤務者が概ね10名強の中規模事務所ですが、

ここに勤めてから独立開業した人は、なぜか

ASNへの入会率が非常に高いのです。 

ここ４～５年では、税理士の開業入会率

100%！不動産鑑定部門も併設しており、こ

ちらからも１名が入会と、他の事務所ではな

かなか無い現象（自分が知らないだけで、も

しかすると他にもあるかも？）が起きていま

す！ 

これもひとえに、先に入会した諸先輩方

がASNの活動に積極的に参加して、そのメ

リットをしっかりと後輩に伝えているからで

しょう。ねぇ？堤さん、藤本さん（笑） 

T会計も人が入れ替わり、自分も足が遠の

いてきているので、この流れがいつまで続く

か分かりませんが、とりあえず自分の息がか

かった職員が独立する際には、入会を勧める

（強制入会）つもりですよ。 

皆さんも勤務時代の事務所後輩や、自ら

の事務所で士業資格保有者がいたら、是非

ASNに誘いましょう！（その際は、是非

MF15へお願いします！！） 

税理士 曾 山 辰 実 
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●活動内容 

 労働問題研

究会は、一般

的な講義形式の勉強会ではなく、労使間に

おける紛争問題や、労働を取り巻く諸問題

（派遣、労働組吅、労働基準法など）につ

いて、メンバー間で積極的な意見交換を行

い、ともに学び、与え吅う研究会です。 

●過去１年の主なテーマ 

過去１年間は、労働組吅について勉強し

ました。当研究会のメンバーは社会保険労

務士が中心となっておりますが（弁護士も

数名参加）、通常はあまり勉強することの

ないテーマでした。 

しかし最近は、企業外組吅へ相談する労

働者が増えてきており、それと同時に実務

においても企業外組吅とのトラブルについ

て使用者から相談されるケースも増えてき

ており、無視できないテーマとなっていま

す。 

使用するテキストは、日本労働弁護団が

作成した「労働組吅実践マニュアル」で

す。このテキストは労働者側の視点で書か

れており、経営者側に立つことが多いメン

バーにとっては大変有意義なものでした。 

●その他 

また、毎回研究会後は懇親会を開催して

います。その他（気まぐれですが）メン

バーで小旅行などにも行きます。（直近で

は去年、知多に行きました。） 

今後も積極的な意見交換を行い、切磋琢

磨していきます。みなさんのご参加をお待

ちしております。 

◇労働問題研究会◇ 

登録メンバー：弁護士3名、社労士30名 

開催場所：名古屋駅、金山近辺の会議室等 

開催日時：奇数月の平日夜間（年6回） 

会費：年間2,000円 

ASNに感謝 

ひょんなことから、60歳代後半に社労士

業を開業登録した。実務面については、傍に

いた優秀な先生の指導を得たが、顧客からの

幅広い相談に忚えるためには、自分ができる

範囲をわきまえ、それを超えるものがどの士

業の職務なのかを知り、気軽に相談やお願い

ができる人脈を作る必要があった。 

新人を対象とした異業種交流会があり、

その参加者に対しASNからお誘いをいただ

き、まさに自分の望んでいたこと･･･と、躊

躇なく参加した。 

平成13年参加組は、MF7とMF8の２つに分

かれ、一番年長だったせいでMF8の世話役を

務めることになった。そのため同期の人だけ

でなく、先輩諸氏の知遇を得たことは、かけ

がえのない財産となっている。 

その後、労働問題研究会、紛争問題研究

会、商法研究会にも参加し、メンバーの皆さ

んからいろいろなノウハウをいただいてい

る。 

この１月で後期高齢者になる私が、実年

齢よりは若く見られる(とよく言われる)の

は、私より若いASNの皆さんが対等にお付き

吅いくださっている賜物だと心から感謝して

いる。 

高等学校時代の恩師が、その後開業され

た税理士・社労士・行政書士を80歳で引退さ

れたので、先生にあやかって平均寿命までぐ

らいは現役でいたいのだが、最近物忘れが多

くなった。 

顧客や仲間の皆さんに、ご迷惑をおかけ

する前に引退しなければならないと思いなが

らも、その時期の見極めは難しい。いましば

らく、ご支援とご厚誼をお願いしたい。 

社会保険労務士・行政書士 澤 木 平 治 
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●開催時期 

毎偶数月に開催していま

す。 

●参加メンバー 

社会保険労務士を中心に、

弁護士、司法書士の方が参加

しています。 

●活動内容 

毎回、２時間の勉強会と、その後有志で

懇親会を行っています。勉強会のテーマ

は、各会員が業務で携わった生の事例を題

材にして、各々が見解を述べあい、今後の

業務に生かすべく真摯な議論をおこなって

います。 

●最近の勉強会題材 

「消えた年金記録問題」 

「整理解雇の実践例」 

「労災保険と民事賠償事例」 

※講師は、いずれも社会保険労務士 

●懇親会 

勉強会終了後、有志で会場近くの居酒屋

へ。業務に関連する情報収集はもちろん、

フレンドリーな雰囲気で、ざっくばらんな

楽しいひとときを過ごしています。 

●会費 

勉強会自体の会費は、平成21年の年間会

費1,200円／人（ASN会員の会費とは別） 

なお、途中入会の場吅は案分して算定しま

す。 

懇親会の会費は、その都度徴収いたしま

すが約3,000円程度でしょうか。 

●今後 

この研究会での出会いを大切にし、真剣

な勉強の場、情報交換の場、なにより、お

互い切磋琢磨しながら楽しく活動していき

たいと考えています。 

紛争問題研究会は、決して揉め事の好き

な連中が集まっている会ではありません。 

昨今急増中の労働紛争を中心に、労使間

で起きている問題を中心に勉強しています。

尐人数制（と言っても参加制限をしているわ

けではありません）で、生々しい話が飛び

交っています。 

紛争問題というのは、ひとつの事案につ

いて様々な意見があり、これが正解といった

ものもありません。様々な考えを知ることが

でき、それが一番の勉強となります。 

毎回、とりあえずは発表者を決めていま

すが、発表者は口火を切るだけで、あとは堰

を切ったように他の参加者が勝手に話し出し

ます。一番発言の尐ないのが発表者というこ

ともあり得ます。 

だから２時間はあっという間に過ぎてし

まいます。それ故、毎回、延長戦として話題

が懇親会に持ち込まれます。 

我々は揉め事をお金に換える研究をして

いる会ではありません。無用な揉め事を未然

に防ぐために、揉め事の実態を研究している

のです。 

紛争とは、対立というよりも考え方の相

違だと考えています。従って、無くなるもの

ではありません。しかし避けられるものなら

ば避けた方が賢明です。 

紛争解決には相手の考え方をよく知り、

尊重した上で、こちらの考え方も理解しても

らって、相互に吅意できる領域を見つけるこ

とです。 

紛争解決、あるいは予防こそが社会貢献

だと考えています。 

社会保険労務士・行政書士 岩 瀬 秀 幸 
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●過去の大事件 

実は君も･･･血液型B型70％？？？の恐怖･･･どうりで会話が成立しなかったのね事件 

お盆真っ只中で突然のお誘い･･･おっさん３人しか参加しなかった伝説の暑気払い事件 

運営幹事が飲みスギ･･･懇親会の最中にｚｚｚ事件「Fさん･･アナタですよ･･アナタ･･･＋＋」 

怪奇･･･顔文字だけの出席しますメールが･･事件。でも、誰かはすぐに分るんですけど･･♪ 

●活動内容 

FP（ファイナンシャル

プランナー）として企業

活動や個人生活を支援す

るのに必要な分野をテー

マに、メンバーや外部講

師を交えたセミナーや

ディスカッションを年５

～６回程度行っていま

す。設立当初のメンバーに加え、随時新メ

ンバーが参加しており、気がつけばASN

きっての大所帯となっている研究会です。 

勉強会では、仕事や個人で役に立つ講義

や意見交換を、懇親会では大所帯ならでは

の賑わいで、明るく楽しく活動していま

す。 

●メンバーの人数・資格 

約40名程度の会員で構成されています。

年代層も幅広く、女性会員も多く参加され

ています。資格は比較的、税理士・社労士

が多いですが幅広い構成となっています。 

 

FP研究会に参加して 

私はFP研究会で多くのことを学びました

が、いつも感じることは「FPというのは、

いろんな士業の方に共通したテーマだなぁ」

ということです。 

たとえば生命保険を絡めたライフプラン

ニングでは、自分自身の人生設計を考え、そ

の生命保険の商品について見直すことができ

ましたし、同時に生命保険という商品を使っ

た節税のことも学ぶことができました。 

また、相続をテーマにした勉強会では、

相続の概要を法律的に税務的に把握すること

ができ、不動産鑑定士として相続のアドバイ

スを求められた際に、体系的に説明すること

ができました。 

一方、FP研究会では外部講師の招聘も多

く、私の記憶に強く残っていますのは、スイ

スに本社があります外資系銀行東京支店長に

よる、プライベートバンキングについてのお

話です。 

プライベートバンキングというものをよ

く知らなかった私としては「こんな預金制度

があり、世界には大金持ちが多い」と驚いた

のを昨日のように思い出します。 

このようにFP研究会では、いろんな方か

ら多種多様な分野の話を聞けて、仕事におい

て大変役に立つと同時に、私的にも「お金」

について広く学ぶことができ、大変有意義な

会だと思います。 

不動産鑑定士 李 明 源 

米国発金融危機：今、何が起きているの

か？ 講師：白石誠司さん（アナリスト） 

やってみようオンライントレード！知り

たいみんなの投資 

講師:仙田浩人さん（税理士） 

敏腕税理士が伝える相続の心得！ 

講師:武藤高治さん（税理士） 

相続税―財産の把握・評価に関する税務

調査の傾向と対忚の実務 

講師:村上正城さん（税理士 外部講師） 

●過去一年の主な活動テーマ 
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●活動内容 

２か月に１度、勉強会とその後に懇親会

を行っています。勉強会のテーマはMFの名

称である「ビジネスモデル」です。 

つまり「士業のネットワークを使って新

たなビジネスモデルができないか」を模索

すべく、メンバーが講師となってディス

カッション形式で、各士業の最近の業界の

状況や、それぞれの業務にどのようなかか

わりがあるかなどを議論しています。 

●ビジネスモデル研究会の特徴 

当研究会の特徴としてはメンバーの多様

性があります。普段は真面目ですがお酒を

飲むとやたら明るくなる代表幹事を筆頭

に、「羅生門」好きで話が長い先生、いま

だにバブルの再来を夢見る先生、おしゃれ

で男前の先生、新婚のため幸せ太りが懸念

される先生など、個性派の歴代会長たちに

加え多様な面々が集まっております。 

しょちゅう話が脱線して収集がつかなく

なるのが玉に瑕ですが、お互いの知人や友

人を紹介しあうなど、ASN以外でも交流の

輪を広げています。 

●過去１年の主な活動テーマ 

◆ 環境ビジネスと士業 

講師：田井能久さん 

◆ 士業の組織論 講師：松本拓也さん 

◆ 事務所の開設から運営まで 

講師：西山一博さん 

◆ 海事代理士のビジネスについて 

講師：水野善弘さん 

●今後どのような活動をしていきたいか 

メンバーに個性派が多く実務経験豊富な

先生方が多いので、開業年次が浅い方は

尐々なじみにくい側面もあるかも知れませ

んが、“ちっちゃなことは気にしない－”

おおらかで明るく、長い目で信頼関係を

作って頂ける方を、どんどんお迎えして楽

しい会にしていきたいと思います。 

10年前そして10年後 

ASNが結成10周年を迎えたという事で誠

におめでとうございます。 

私は入会してまだ３年程度と、ASNの歴

史を語る資格はないのですが、「記念誌を作

るから、オメーも何か書け！」という身に余

る程の光栄なむちゃ振りを頂きましたので、

つらつらと自分の思いを述べさせて頂きま

す。 

10年前の私は33歳。東京で勤務鑑定士を

していた頃で、35歳転職限界説を信じて焦っ

ていました。結果として悩んでいるうちに、

些細なきっかけで北海道に転勤となり、転職

はその3年後になりました。 

東京にいる時に転職しようと思っていた

会社は、新興の不動産ファンドで、赤坂で

かっこいいビルを構え、美しい受付嬢がいた

ものですが、昨年の金融危機により破綻して

しまいました。 

あのとき東京に留まり転職していたのな

ら、今の自分はどこで何をしているだろうと

時々思います。 

今の毎日の生活は、どちらかいうと単調

で、昨日とまるで違う『今日』が急に始まる

ことはありません。でも、今日のちょっとし

たきっかけや人の出会いが、来週の金曜日の

予定を埋め、半年後の楽しい旅行の計画でわ

くわくする毎日や、10年後の自分の人生まで

も変えてくれるものなのかも知れません。 

このASNで生まれる出会いが今後のすば

らしい関係を作り、さらに10年後にお互いが

お互いの出会いを感謝できている場であるこ

とを祈念いたします。 

不動産鑑定士 田 井 能 久 



 31 

 

●活動内容 

 女性限定の交流を目的と

した会で、年２～３回、食

事をしながら情報交換をしています。 

●過去１年の主な活動 

 「ランの館 THE ORCHID ROOM」 

『雰囲気抜群！お料理も最高！でワインを

片手に語らいながら、とても素敵なお食事

会でした☆』 

 「世界の山ちゃん 錦店」 

『いつもとは趣向を変えて、飲み放題で会

費3,000円の“激安飲み会（笑）”でした

が、個室のお座敶で名物手羽先をいただき

ながら、すごく気楽に楽しみました☆』 

 「すゞ家」 

『メンバーの社労士先生行きつけの大須に

ある、とんかつが美味しいお店の2階を貸し

切って、各自が持ち寄ったおすすめのお酒

と共に深夜まで語りました～♪』 

●メンバーの人数や、資格 

メンバーは経験豊富なベテランのお姉さ

ま方から、ASNに入会したてのフレッシュ

な女性士業の方まで様々です！毎回何名か

初参加の方もいらっしゃいます。女性の士

業であれば資格を問わず、いつでも参加で

き、開業・勤務は問いません。初参加、も

ちろん大歓迎～♪ 

●エルフォーラム開催時の流れ・平均予算 

基本、飲み会です（笑）。開始後、みな

さんの雰囲気が馴染んできたら、近況報告

を兹ねて自己紹介！その後はエンドレス？

でトークして、終電のある方から自然に解

散する感じです♪ 

●よく開催する場所 

お店は決まっていませんが、名駅か栄周

辺で行うことが多いです。大人のいいオン

ナ（？）が、美味しいお料理を囲みながら

語らい愉しめるお店で開催できるよう心が

けています♪ 

●今後どのような活動をしていきたいか 

『女性で士業である』という共通点を

持った方々ならではの、日常の出来事など

の会話は、共感できて楽しめること間違い

なし！？おいしいお料理を囲みながら、

ゆっくりとお話しませんか？ 

このたびはASNの設立10周年をお慶びも

うしあげます。 

私は開業してまもない頃知り吅った先生

にお誘いいただき、ASNのメンバーに加わら

せて頂きました。 

毎年開催される定時総会や賀詞交歓会で

は多くの他士業の先生方と知り吅うことが出

来ました。また、各種勉強会やイベント、ゴ

ルフコンペに参加させていただくなど、私に

とってASNは大変有意義且つ楽しい会であり

ました。 

ASNで知り吅った先生方とは仕事の依頼

を互いにし吅うというだけではなく、ゴルフ

仲間や同じ女性同士話し吅える友人として、

公私ともに今でも仲良くさせていただいてお

ります。 

過去にイベント委員長をさせていただい

たときには、大変な面もありましたが、普段

参加しているだけでは味わうことができない

連帯感・達成感を感じさせていただくことも

できました。今では良い思い出です。 

私自身は現在MF1のメンバーとして参加さ

せていただいております。今後もミニフォー

ラム及び全体行事への参加など、何らかの形

でASNとは係わり、また協力させていただけ

たらと思っております。 

ASNの今後ますますのご発展をお祈り申

し上げます。 

行政書士 林 宏 美 
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進化する岐阜フォーラム 

岐阜フォーラムは、今から４年前に立ち

上がりました。２ヵ月に一回の親睦会形式で

スタートしましたが、そのスタイルは今も続

いています。 

当時、ミニフォーラムのあるべき姿とし

て、勉強会と懇親会を組み吅わせた形が良い

のか悩みましたが、ASNには誰でも自由に参

加できる多数のフォーラムがあり、十分な研

鑽を積むことのできる場が用意されているこ

とから、あえて岐阜に縁のあるサムライ（士

業）たちが、緩やかな横断的連携をとること

ができる関係を築くための「親睦の場」とし

たのです。 

そのため「先生」という呼称は使わず

「○○さん、○○ちゃん」と親しみを込めて

呼び吅うようにしています。 

代表幹事としての４年間は、正直いって

大変なこともありましたが、メンバーの皆さ

んに本当に助けられた４年間でもありまし

た。 

ユニバーサルジャパン日帰りツアーや、

新しく岐阜の名所となったシティータワー43

の最上階レストランでのフォーラム開催な

ど、斬新な企画が自然に持ち上がり、常に活

性化することができました。親睦を通じてお

互いの人柄を知り、信頼が生まれ、プロ同士

の業務の連携に発展しています。 

今年度から弁護士の青山さん（青ちゃ

ん）に代表幹事が替わりました。私の至らな

かった部分が補完され、新たな岐阜フォーラ

ムとして進化していくことと思っています。 

社会保険労務士 重 谷 一 郎 

 

 

 

ASNについては、設立当初からではない

が、私は割と早い時期から活動していたの

で、今となっては『古参』ということになる

のかもしれない。 

初めて参加したのは、弁護士さんが民事

再生の手続きについて説明する旨をウェブサ

イトで見たため、当時のMFの幹事に突然の

メールを出したのがきっかけである。 

結局そのときは、都吅により講師が欠席

となってしまったので、そこでは雑談だけし

て、引き続いて懇親会にも行ってみた。初め

ての参加で周りの人は知らない人ばかりだっ

たのに、温かく迎えてくれたことが嬉しかっ

たことを覚えている。 

私は入会当時は「知らない人ばかりだか

ら参加する」という姿勢だったのが、最近で

は「知らない人ばかりなので、参加するのが

億劫だ」という姿勢になっていることに気が

つく。あれから数年、いつの間にかMFも15

までできており、また各研究会もかなり増え

ている。 

ASNの会員についても、今では知らない

人の方が圧倒的に多くなっている。日々の忙

しさにかまけていないで、たまには知らない

人とも交流をもたなくてはいけないなとも思

う。 

司法書士 伊 藤 宗 利 
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●活動内容 

三重フォーラム

は、活動を開始し

てやっと２年のま

だ ま だ 新 し い

フォーラムです。

基本は、年６回偶

数月に、近鉄四日市駅前の地場産三重の会

議室で、約２時間程度の勉強会をしていま

す。その後、駅周辺の居酒屋等に移動して

懇親会を開いて交流を図っています。 

●過去１年の主な活動テーマ 

『年金記録問題の現状について』 

講師：社会保険労務士 大森茂樹さん 

『債務整理の現状について』 

講師：弁護士 西尾有司さん 

『ヒット商品における特許』 

講師：弁理士 堀木克志さん 

『損害保険等について』 

講師：行政書士 帶山勝一郎さん 

 

●メンバーの人数や、資格 

現在、三重県つながりで集まった会員数

は15名程になり、着々とメンバーも増えて

います。三重県で開業している方だけでな

く、三重県在住の方や三重県出身の方な

ど、幅広く参加していただいています。 

年齢層も幅広く、毎回、親睦を図りなが

ら情報交換をしつつ、真面目に勉強会を

行っています。 

●三重フォーラムの重大出来事 

平成19年度から数名でスタートしまし

た。続いてよかった～！おかげさまで、

着々と会員も増えています。興味のある方

は、どこからでもお気軽にご参加くださ

い。レクリエーション等も今後できるとい

いですね。 

ASNのご縁とネットワーク力 

私の入会のきっかけは、開業まもない頃

に偶然出会ったＩ先生の勧めでした。その

後、名刺交換会でＮ先生に誘って頂いてMF8

に参加しました。 

さらに、労働問題、紛争問題の各研究会

にも入会し、三重フォーラムには2008年の立

ち上げから参加しました。全て元を辿れば偶

然の出会いがご縁となって繋がっており、ア

イチ士業ネットワークの大きな存在に驚きま

す。そして、いつも周りの皆さんから親身に

して頂いて心から感謝しています。 

また、今日までを振り返ると沢山の想い

出があります。勉強会は勿論、イベントやレ

クにも積極的に参加しました。昨夏のキャン

プでは、夜のキャンプファイヤーで、私はな

ぜか『火の神』になり、全員が輪になって炎

を囲み妙なフォークダンスに盛り上がりまし

た。キャンプ場の職員かと見紛うほど汗だく

で活動し着替えが足りず、帰りのバスを見送

る際は、みんなの乗ったバスが涙で見えなく

なるまで手を振り続けました。感謝！ 

また、一昨年の第1回ソフトバレーボール

大会では、優勝への異様なプレッシャがかか

る中、完全優勝を成し遂げて侍ジャパンとな

り命拾いしましたが、昨年の第2回大会では

大接戦の末に惜しくも準優勝。涙々の落武者

ジャパンとなりました。 

他にも様々なイベントやレク、ソフト

ボール大会、宿泊企画等々、毎回楽しく参加

する中で大切なご縁と多大な活力を頂いてい

ます。ASNとの出会いに心から感謝、感謝の

毎日です。いつもありがとうございます。 

社会保険労務士 大 森 茂 樹 



 34 

 

尾張に吹く幸せの風 

 愛知県の県名の由来で

ある「あゆち」は、万葉

の昔から伝わる尾張地方の伝説、伝承の言葉

で「海から吹いてくる幸福の風」をいい、

「あゆち」思想というのは、異なったものを

一つに融吅する思想だそうです。 

尾張Fは、名古屋市を含む愛知県西部地区

の会員を対象とする地域会で、各MFや各種

研究会のように勉強会や親睦を主として密接

に交流する会ではありません。どちらかとい

うと「地域のネタや地縁などで軽く盛り上が

りましょう」といった、ASNの中では遊軍的

な存在の会です。 

士業（サムライ）というものはいつも真

剣勝負。刀でいつ何時斬り吅いになり「サム

ライは己を知る者のために死す」とばかりに

引責・頓死するかもしれません。 

そんな殺伐とした、いや生き甲斐のある

（？）毎日を、ひとときの間だけ忘れて、

ハッピーアワーには閻魔顔からエビス顔に

なって、豊かな尾張の「あゆちの風」に吹か

れて幸せな気分になりたいものです。 

こういった趣旨ですから、参加者・開催

日などは特に決まっていません。参加対象者

は尾張地区に在住・勤務する士業の方全てで

す。 

昨夏には各MF、研究会の有志同士で声を

かけ吅い、名駅前のビル群を仰ぎ見るビア

ガーデンで十数名で集うことができました。

また他会主催の屋形船遊覧などにも参加しま

した。 

司法書士 林 秋 彦 

私は弁理士の資格でASN会員になって

いるので、この会では比較的異色な存在

のようです。そのおかげか、ASNの理事

もさせて頂きました。 

今までの人生の中でそういう立場は初

めてで、尐々大袈裟ですが、組織の運営

を目の当たりにして、とても勉強になり

ました。 

私は研究開発の部署での企業勤務の経

験はありますが、こういった部署は一日

中何か考えているか、手を動かしている

かで、あまり組織だって何かをするとい

うことはありません。（経験年数が尐な

かったので、そういうふうに見えただけ

かもしれませんが。） 

そういうことも手伝って、ASNのよう

に理事会があり、各MFがあり、色々と役

割分担を決めて、スケジュールを決め

て、会長が中心になって課題を淡々とこ

なしていくことが凄く新鮮でした。 

そして、声をかければ必ず何人かが、

積極的に集まってくるというのもまた吃

驚でした。名刺交換にしても、皆さん活

発でノリが良く、とても楽しそうな姿が

印象的でした。 

弁理士ばかりが集まっている懇親会で

すと、名刺交換にしても、もう尐し大人

しい感じが致します。それはそれでじっ

くり話ができて良いのですが、そういう

会に出て行くのは嫌と公言する弁理士も

いますので、そういう弁理士さんは、

ASN風なところを見習うべきと思いま

す。究極的には人とのつながりで毎日

やっていけているわけですからね。 

それならば、私が沢山の弁理士を誘っ

てASNに引き込み、ASNの良さを伝えれ

ばいいではないかと言われそうです。 

でも、それは殆どできていません。な

ぜなら弁理士は珍しいというだけで、羽

を伸ばせる気分になり、とてもリフレッ

シュできているからです。 

弁理士 小 林 か お る 
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平成20年度会長として 

歴代会長の座談会に参加できなかった

にも関わらず、コラムという形で発言の

機会をいただきましたので、この場をお

借りして対談に関連した雑文を書かせて

いただきます。 

関係ありませんが、この文章を書いて

いるとき（10月8日）は、新婚旅行から帰

国し、朝方の台風直撃で散らかってし

まった事務所周りを片付けたところであ

ります。 

まず、私がASNに参加したのは平成17

年9月のことで、まだ税理士登録前だった

のですが、友人の社労士さんの紹介で入

会しました。 

ASNに参加したことで良かったことと

言えば、仕事を紹介していただけたばか

りでなく、「安心して仕事を紹介でき

る」環境ができたこともあります。 

また、会長を務めさせていただいて、

組織を運営することの難しさと「いかに

周りの人々に支えられている」ことを痛

感したこともあります。 

一番印象的に残った出来事は、参加し

た行事の中では一泊旅行（篠島、キャン

プ）であり、会長時代においては、ヒル

トンでの新入会員説明会で、断らないと

いけないほどの参加希望者が来てくれた

ことを挙げたいと思います。 

また、無事に任期を勤め上げることが

できたのは、他の役員の方に本当に恵ま

れたというヒトコトに尽きます。どうし

てもこのことは伝えたかったので、ここ

で改めて感謝申し上げます。 

さて10周年を迎えましたが、次の10年

というのは「アイチ」という枠を超えて

愛知・岐阜・三重の三県において、より

広く、名実ともに、どの士業界でも認知

された団体になっているのではないかと

思います。 

税理士 鳥 居 翼 

【平成21年9月 香港ツアーにて】 

【平成21年10月31日 フォレストみずなみカントリー】 
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－ASNに参加したきっかけ 

司会：皆様本日はお忙しい中お集まりいただ

き、ありがとうございます。 

まずは、ASNに参加したきっかけをお願いし

ます。といっても設立時からのメンバーもい

らっしゃるわけですが。 

石田：僕が始めたから、僕は当たり前に参加

で。鷲野さんを誘ったのは、なんか研修が

あった時だよね、業界の。 

鷲野：私は、初期のコアメンバーが10人ぐら

いいらっしゃってて、その次ですね。たまた

ま研修会で石田さんと会ったときに、私も独

立して監査法人を辞めた段階だったんで、参

加しませんかと誘われてですね。 

可児：私は平成10年のフレッシュマンフォー

ラムで、確か石田さんと同じテーブル。ハッ

キリと覚えては無いんですが、その後で飲み

に行った記憶があるんですよ。 

それがきっかけで、そのときに一緒だった、

石田さんや李明源さん（鑑定士）や伊藤智香

さん（税理士）とか、ASNの当初の中心メン

バーだった人たちと勉強会を始めて。 

石田：僕の中で二つ目に作った交流会の初代

弁護士なんだよね。 

可児：私はどちらかというとASNというより

は勉強会にずーっと参加していたというイ

メージだったんですけど、いつのまにかその

勉強会がASNのMFの中に取り込まれるよう

な形になっていったという。 

最初ASNの立ち上げの段階では、スタッフに

は入ってなかった。そういう流れに身を任せ

てASNの会員になったというのがきっかけで

すね。 

西山：僕は2002年だから平成14年、2001年か

ら2002年までアメリカに行ってたんですけ

ど、行く前から実はASNに興味を持ってて、

入りたいなと思ってたんです。 

アメリカにいるときに、ホームページを見

て、どこのMFがいいかなと。それでMF8が

当時一番新しかったんで、そこの問い吅わせ

先のところへ、直接メールを送ったというの

がきっかけですね。 

石田：MF8の第1回って出てますよね？ 

西山：出てないです。何回目から出たのかは

は分からないですけど。その頃は各士業ごと

の発表とかやってて、それでちょうど弁護士

がいないということだったので、5月に僕が

戻って来ますからと。 

石田：それって僕がやりとりしました？ 

西山：そうじゃないかと思います。 

石田：多分、そうですよね。 

西山：それでメールを送ったら、いいですよ

と。「各士業ごとの発表をしてるから、戻っ

てきたら弁護士の業種について発表したらど

うですか」みたいなことがあって。 

石田：ちょうどMF8に弁護士がいないなぁと

思ってて。 

西山：それが最初ですね。 

石田：忘れてたなぁ。MF8が僕が関わった最

後ですからね。後はもう関わってないので。

 

 

【出席者】 

 初代会長 石田 昌宏（公認会計士・税理士） 

 ２代会長 鷲野 直久（公認会計士・税理士） 

 ３代会長 可児 晃 （弁護士） 

 ４代会長 西山 一博（弁護士） 

 ５代会長 松本 拓也（税理士） 

 ６代会長 山田 智博（司法書士） 

 
この座談会は平成21年10月5日に、石田会計事務所の

会議室をお借りして行ったものです。 



 37 

 

司会：可児さんがMF3で、西山さんがMF8で

すよね、松本さんは？ 

松本：私はなぜかMF3なんですよ（一同笑

い） 

私が入ったのは５、６年ぐらい前で、私もイ

ンターネットを見て、たまたま石田さんがイ

ベントで発表された時だと思うんですよ。銀

行の貸し剥がしの裏側みたいな内容で。平成

15年ですね。それが初めて参加した日です。 

中小企業センターで講演を聞いて、そのとき

に可児さんや、志水正芳さん（税理士）や、

奥村志保さん（行政書士）がみえて、そのま

ま飲みに行った流れでMF3に。可児さんに

「MF3に来なさい」と言われて（笑） 

新しいMFとか、ASNのシステムとかわからな

いまま、MF3しか知らないまま生きてきた、

そんな感じですね。それがきっかけです。 

山田：僕はですね。平成15年の2月の新年会、

確かレジャックの斜め前にあったビアホール

みたいなところで開催されたやつ。それのDM

が来たんですよ。 

それで初めて参加して、そのときに浅野哲司

さん（税理士）や、武藤高治さん（税理士）

が「ぜひMF3に来て下さい」と、それでMF3

に行きました。だから参加したきっかけはDM

ですね。 

－会長になったきっかけ 

司会：続きまして、会長になったきっかけを

お話していただければ。 

石田：いや、僕は別に、仕

方なく（一同笑い） 

(役員を)降りた方がいいか

と思って、1回降りかけた

んだけど、みんなにかつい

でもらえたんで。 

鷲野：ちょうど、出向とい

うか、金融庁に行ったとき

に？ 

石田：行くときにASNの規定作って。 

鷲野：出向中に重なってたんだっけ？ 

石田：(父の会計事務所を)辞めてすぐぐらい。

金融庁に入ってから会長になりました。 

鷲野：じゃあ、ダブってたんだね。 

司会：鷲野さんが会長になられたのは？ 

鷲野：石田さんの後だっ

たんだけど、5月ぐらいに

次をお願いできますかと

言われて。まぁ、ずっと

石田さんがやったほうが

いいのかなと思ってたん

だけど、石田さんが一年

で辞めたほうがかっこい

いと言うもんだから（一

同笑い） 

（石田さんに）その頃は(会計事務所を)辞めて

たんだよね？まぁ、そういった公務員でもあ

るし、私もちょっと年長だったんでね。とり

あえずやってくださいということで。そのこ

ろ幹事長だったんだよね、私は。 

初代の会長の時の幹事長だったんで、みんな

で降りよう、交代していこうという話もあっ

たんだけど、やっぱりちょっとは役員が残っ

てないと、次が難しいだろうと言うことで。 

石田：当初はね、ほどほどの役をやった中の

一人が、会長で残っていってというつもり

で、鷲野さんに譲って。鷲野さんから次に

譲ってもらってという流れが出来てきて。 

鷲野：結局一年ぐらいで変わっていった方

が、新陳代謝はいいのかなと。普通のロータ

リーとかはそういうのじゃないからね、もっ

とASNは自由な感じなんで。 

司会：山田さんの時には、２年やったほうが

いいんじゃないかという話も出てましたよ

ね？ 

山田：出てましたね。ただ、負担が大きい。 

司会：副会長が会長になるっていうのも、山

田さんの時からじゃないですか？ 

一同：いやいや、元からそうでしたよ。 

可児：理事をお願いする場吅も２年間がん

ばってね的な感じで。まぁ３年も４年も負担

かけることは無いからって、そんな感じで声

をかけてた覚えがある。 

鷲野：(会長に)会計士が続いたから、次は弁護

士さんに。 

石田：お願いするときに、可児さんが副会長

で、翌年の会長候補っていうところまでは決

まってて。 
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鷲野：やっぱりね。方向性をちょっと決めて

おかないといかんということで。 

可児：会長候補の話は、

最初はみじんもなかった

（一同笑い） 

私がなったきっかけとい

うのは、昔は理事幹事会

が、理事会と幹事会とそ

れぞれ別々に行われてい

た時代があって、私が

MF3の幹事と言う形で、

幹事会に参加するようになって、それで初め

てASN全体の行事とかに参加するようになっ

たんですけど、そこで鷲野さんに目を付けら

れて、副会長にならないかと。 

平成15年になったら、既定路線のように「会

長になってね」と、そういう依頼があって。 

会計士が続いたので、他の士業の方にという

のが念頭にあったんでしょうけど。それで仕

方なくやらざるをえないかなという状況に

なったので、引き受けたという。 

西山：僕は前の年、副会長じゃなくて、副幹

事長だったので。副幹事長になったのは、可

児さんが弁護士の同期というのがあったか

ら。 

元々さっき、ホームページを見て送ったと

言ったけれども、そのホームページを見よう

と思ったきっかけっていうか、入りたいと

思ったのも、可児さんとか、伊藤陽児さん

（弁護士）とか、知ってる人が入ってて、興

味があったということですね。 

それで可児さんが声をかけてきてくれて、と

にかく副幹事長は何にもすることが無いから

と（一同笑い） 

司会：だまされたということですね（笑） 

西山：なんせ副会長というのがあっての副幹

事長だからと。理事会にだけはその代わり来

てくれと。理事会に来ればいいからと。 

確かにそこまでは本当で、副幹事長はなんに

もやることが無かったし。ただ理事会に出て

るだけだった中で、来年の三役ということ

で、僕と小林かおるさん（弁理士）と堀田泰

司さん（司法書士）の3人が選ばれて、小林さ

んの事務局長が決まってた。 

僕か堀田さんのどっちが会長になるのかって

のは決まってなかった。で、堀田さんが、

「当然西山さんがやるでしょ」みたいな感じ

で言ってみえて、いつのまにか会長になって

たっていう感じですね。 

松本：私は西山さんに、一番楽だからって言

われて（笑）。実は(お願いされたことが)あん

まり記憶にないんですけど（一同笑い） 

なんか成り行きで、私が副会長にということ

になって、その流れで、次は会長ねというこ

とで。 

西山：国際問題研究会を、鷲野さんと僕と松

本さんと三人でやろうよということで、立ち

上げて、その関係で松本さん。鷲野さんはも

う前にやっている人だし、「じゃあちょっと

副会長か副幹事長かやってよ」って言う話を

させてもらった。 

松本：言われるままに副会長をやって、その

ままスライドで、言われるままに会長をやっ

ていったという。 

山田：僕は副幹事長からいきなり。西山さん

と同じように。 

西山：僕が山田さんと仲が良かったんで、そ

のままお願いということで。 

山田：最初断ったんだよね（一同笑い）あ

れ、マリオットかどこかで、ラウンジで飲ん

でるときに。 

西山：お酒飲ませたら良い返事がもらえた。 

鷲野：税理士と司法書士(と会長になって)で、

これでバランス良く。 

一同：そうですね。 

司会：もっと面白い話があるのかなと思った

んですが、みなさん何となくなってしまった

と言った感じなんですね。 

鷲野：そんなに揉めることはないんじゃない

です？ 

石田：一年前からずっと準備されてての結果

なんですよね。 

可児：それなりにコンセンサスの取れる方に

と言うことはありますね。
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－会長になって良かったこと 

司会：次は会長になって良かったことを。

やっぱり、やって良かったよと言う話を書い

ておかないと、みんな何となく会長になりま

したというのもちょっと（笑） 

可児：役員を引き受けることがなかったら、

ASNの他の会員の方とは、自分が所属するMF

でのつながりしかないけれども、会長ってい

う形になると、尐なくとも理事の人たちとは

すごく親しくなれるし、MFでの接点が全くな

い会員の方とも、会長の立場として接点を持

つことができたりとか、話なんかもしやすく

なる、それは非常に大きいんじゃないかな。 

西山：それに尽きます

ね。僕より前の会長なん

かは、ASNに結構前から

いるから、知り吅いも多

くて。まぁこの 3人（石

田さん・鷲野さん・可児

さん）なんかはそういう

状況だったのに、自分が

理事に入ったときは、全

く誰も知らないといって

いい状態で。 

理事の人たちはお互いに知り吅っているか

ら、みんなは名前を知ってるけど、僕だけは

知らないし。周りの人は僕の名前だけ覚えれ

ばいい訳じゃないですか。 

みんな僕の名前を呼んでくれるんだけど、僕

は全員の名前を覚えないといけないから、全

然名前が出てこないぐらい、知ってる人がい

ない状態だったんだけど、会長をやって知り

吅いが多くなったんで、そこがやっぱり一番

大きいかな。 

松本：可児さん、西山さんと同じような内容

なんですが、知り吅いがまず増えたと言うこ

とと、名刺交換会でも向こうからご挨拶をい

ただける。 

司会：会長だからという事で来ていただけ

る？ 

松本：そうですね。あとは、私のときに各MF

を回ったんですが、岐阜フォーラムの食事会

があって行ったんですけど、あれも会長を

やってなかったら、岐阜まで行かなかっただ

ろうなと。 

三重にも行ったんですが、その時は終電を気

にしながら、ドキドキしながら飲んだんです

が･･･（笑） 

会長をやってなければ、やっぱり三重までは

行かなかっただろうなと。そういうことでも

知り吅いが増えた。 

山田：私の時は、なんかいろいろやったじゃ

ないですか、規則とか作ったり。結果的に、

一枚岩になれたというか、みんなの結束が出

来た、やり遂げたみたいな。 

まぁ中途半端なところもあったんですけど、

一忚形のある物を作った。夜な夜な議論した

り、メーリングリストで盛り上がったりとか

で、普通に出会うだけでなく、何か一緒の物

を作りあげたというところで、よかったな

と。 

鷲野：私の時は、石田さんが、個人で始めた

グループっていうのを、もうちょっと組織的

にするような過渡期だったなと思うんですけ

ど、事務局の志水さんのお手伝いもあった

し、組織を作るところで、いろいろと勉強で

きたなと。 

もちろん、いろんな人と知り吅いになったの

も大きいんですけど、フォーマル、イン

フォーマル二つあると思うんですが、そう

いった組織の体験をしたのが役に立ってます

ね。 

いま、会計士協会の役員になってるんですけ

ど、へんな話、似たようなもんだなと、どこ

の組織もね。やっぱりいろんな部会があった

り、ミニフォーラムがあったりして。 

私はどちらかというと会長の時よりも、幹事

長の時の方が面白かったな（笑）そう思うん

ですけど。いろんな部会に行ったりして、パ

トロールとかいろいろ言われましたけど（一

同笑い） 

今はちょっと厳しくなってしまって、締め付

けがあるようなんですけど、基本的にはミニ

フォーラムの雰囲気で活動するのがASNのい

いところなんで、そのバランスを見るところ

が面白かったなと思いますね。 

石田：あんまりメリットってよくわかんない

というか、自分が中心で動いていた分、元々

は営業を気にして始めた部分はあるんですけ

ど。 

自分が営業でASNを利用すると間違いなく嫌

われるなと思ったんで、極力営業的な話がこ
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ないように、そういう話をしないようにして

て、結果としてASN経由で仕事になったこと

は、ほとんど無くて。 

これは資格にも依るのかなという気がするん

ですけど、司法書士さんとか弁護士さんに相

談したりお願いすることはあっても、ASN(の

メンバー)から仕事もらったっていうのは、皆

無とまでは言わないまでも、めちゃくちゃ尐

ないので、これって皆さん資格に依るんです

かね？ 

司会：皆さんどうですか？司法書士さんなん

かはありませんか？ 

山田：結構ここで知り吅った仲間が多いです

ね。 

鷲野：仕事をもらうってこと？ 

山田：お互いに。 

鷲野：税務だとあんまり関係ないんですか

ね？ 

松本：私は何回か紹介いただいたことがあり

ます。単発のも含めて。 

司会：弁護士さんはどうですか？ 

西山：何回かあります。ご紹介すること、ご

紹介されることと両方ありますね。 

司会：会長だから紹介されると言うわけでは

なく、ASNとして？ 

西山：会長は、あんまり関係ないかもしれな

いですね。やっぱりご紹介いただくのも、MF

とか研究会の人からもらうって感じで。 

例えば理事会のメンバーからっていうのはあ

んまり無いから、そこは（＝会長だというこ

とは）あんまり関係ないかもしれない。 

ただ、会長をやったことで、より頻繁にMFと

かに出るからということかもしれませんけ

ど。 

可児：やっぱり、ASNを通じて個人的に親し

くなった人が、相談しやすいからと言うこと

で相談してくれたり、あるいは、こちらもわ

からないこととかを聞いたり。 

そういうこともASNの元々の目的の一つでも

あったんだろうと思うし、そういうつながり

が出来たのもいいところだと。 

鷲野：会長だったら、やっぱり接する機会が

多いもんね。 

可児：「会長だから」と言うことは無いんで

しょうね。会長として積極的に動いているか

らで。 

鷲野：石田さんはフォーラム出てないから。 

石田：出てないからね（笑） 

－印象に残った出来事 

司会：それでは続きまして、会長の時に印象

に残った出来事なんかを教えていただけれ

ば。 

鷲野：ミステリーツアーは面白かった。やっ

ぱり石田さんの時には、オークションという

ものをやったので、その後ってことでプレッ

シャーがあったんですけど、伊藤宗利さん

（司法書士）がね、なんかいろいろ、秘密裏

にどこに行くか分からないツアーを企画して

くれたんで。 

会長にも分からないんですよ。まぁ、私はあ

えて知らないようにしてたんですけど。 

山田：鷲野さん、あのとき会長でした？僕は

あのときイベントスタッフで、下見に行って

きたので、ミステリーツアーのことはよく覚

えてますね。 

鷲野：イベントっていうのはイベント委員に

とっても、前準備とかで楽しんでもらえるの

かなというのはありますけどね。 

西山：そういう意味では、この間の旭高原の

キャンプも楽しかったけど、第一回目だった

という意味で言うと、篠島一泊旅行はインパ

クトがあったよね。意外とやることがなかっ

たんだけど、泊まりだって言うのが、よかっ

たという（笑） 

司会：篠島は、山田さんのときなので、西山

さんの時の思い出はありませんか？（一同笑

い） 

西山：無いんだよなぁ。他の人のときなら、

もうちょっと真面目な方で言うと、可児さん

のときの、発光ダイオード。あれはね、印象

に残ってる。あれは「おーっ」て思ってね。 

なかなか、普通のMFの発表では無い話だった

から、あれは良かったなと僕は思ってる。 

松本：印象に残ってるのは、郭源治さんの話

なんですけど。あれは違う意味で印象に残っ

てて、ギリギリまでやれるかどうかってい

う、ドキドキのね。 
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1月まで、スケジュール

調整が上手くいかなく

て、まだ案内が出せない

状態だったんで、ホント

に実現できるかなと。最

悪出来なかったら、どう

するんだろうって。 

直前まで、なかなか (会

長まで)情報が入ってこ

なかったというのもあって、そういう意味で

すごく印象に残ってます。実現できたときは

感無量でしたね。 

司会：西山さんと可児さんの時はかぶってい

る行事が多かったですよね。花見とボーリン

グが連続であったりして。 

石田：もともとボーリングと花見と講演会と

は基本的なセットですから。 

西山：僕らの時というのが、伝統的なやり

方っていうのを、踏襲していくか変えていく

かの端境いにあったのかもしれないですね。 

もうちょっと前のときは、伝統的なといって

も、それを始めたときだから面白いですよ

ね。でも、それが二回目、三回目と引き継い

でやっているうちにマンネリ化してくるか

ら。 

別に必ずしも、イベントは講演会じゃなくて

もいいんじゃないのかっていうのが出始めた

頃だったり、もうちょっと後の時期に、一泊

で旅行してもいいんじゃないかって言い始め

たりして、僕らはまだ迷いながら踏襲してい

る時期だったのかもしれない。 

松本：「なんでイベントとレクが分かれてる

の？」的な頃ですね。イベントが予算のこと

もあって、ちょっと中途半端になりつつあっ

て、まぁ(講演会とかは)無理じゃないのという

意見がでてきたんですよね。 

西山：あとは個人的に僕がやりたいことは

あったんだけど、自分の会長のときにやるの

は、ちょっと自分の我を通すみたいでやりに

くかったってのもあって。 

僕がやりたかったのは一泊旅行とスポーツ企

画。それが篠島旅行になったのと、こないだ

のソフトバレーボールは、私(のMF8)が完全優

勝という結果だったわけですが（一同笑い） 

山田：僕がね、一番印象に残ったのはある方

の一言。最初の理事幹事会のときに、会費の

未納問題が前の年から申し送りされてきて、

どうするかということになったときに、その

方が「引落しにすればいいじゃん」とぼそっ

と言われたんですよね。 

そ れ が き っ か け で、

「じゃあ引落しにする

か」みたいな話になっ

て。 

あの一言が、すごくこう

自分の中で残ってます

ね。あれで (この年に未

納問題を解決しようと )

始まったのに火が付い

た。 

司会：あれ（＝会費の自動振替）は、ずーっ

と話が出てたんですけど、いっこうに進まな

かったんですよね。 

松本：私の時にも、長年の未納者をどうする

かってことでリストアップしたんですね。会

費払ってないんだけど参加してる人も、結構

おみえだったんで。 

山田：個別に電話して振り込んで下さいとか

言ったんだよね。 

司会：栗本哲さん（社労士）とかですね。 

西山：僕らの時も、最後に個別に電話をしま

したけどね。 

松本：ただ、そうすると「知らない」とか、

「忘れてた」とか、どうやって払えばわから

ず来ちゃった人も実は居る、と言うことが判

明したんですよね。 

なので、引落しをいきなりやると言うのはど

うなんだろうというのが(その頃は)あったんで

すよね。 

－ASNに点数を付けると 

司会：続きまして、今のASNに点数をつけて

いただけますか。100点満点で。 

石田：点数にすると難しいけど、とりあえず

80点以上にはなるのかなぁ。ここまでやれて

る交流会というのはあんまり無い気がするん

で、そういう意味ではよくできてるなぁと言

うと自画自賛になっちゃうんですけど。 

よくここまで育ってるなという反面、逆に受

け皿が無いので、古い人が漏れていく。 
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そこをうまく吸収する組織というものの見本

がないので、そこを作るのは難しいんだろう

けど、その課題を残してるんで若干マイナス

かなと。 

鷲野：私も今は80点という意見で、だんだん

組織的になってきているのかなと思います

ね。それがいいのか悪いのかは別として。 

古い人の話が出たんですけど、10年経ちまし

たよね。だから例えば何年でおしまいにする

（＝引退する）ということもありなのかな

と。 

どの会だってあるわけだからね。例えばあと

10年経って、入会して20年になったら引退

と、年齢じゃなくて。ちょっと難しいですけ

どね。 

可児：私は結構評価してて、95点ぐらい。組

織が緩いじゃないですか、これがいいかな

と。 

あと、あまり参加している人に負担にならな

いような組織にしたいなと言うのがあって。

だから役員なんかも同じ人がやるのではなく

て、どんどん入れ替わっていって、新陳代謝

がある形になるから、それなりに永続性が維

持できていて、割と上手くいってるんじゃな

いかと。 

ただ、これから先の展望になると、正直よく

わからないというのがありますけど、私自身

がわりと居心地がいいので、評価は高いで

す。 

西山：僕は現状で言えば、可児さんと同じよ

うに、95点ぐらい付けていいんじゃないか

な。100点に限り無く近いといっていいんじゃ

ないかと。 

ただ、将来的なものというのはいろいろこれ

からでてくるだろうと。じゃあなんで今の

ASNが良いと思っているかというと、可児さ

んと重なってきますけど、やっぱり緩い部分

があって、例えば会長までやりながら、そん

なに大変じゃないというのが最大の魅力なん

だろうと。 

たとえばJCにしてもなんにしても、理事、会

長みたいな事をやろうと思ったら、すごく大

変なことになる中で、全然そこまで大変じゃ

なくって、それでいて組織としても十分やっ

ていけてるというのは、すごくいいところだ

と思うんですよね。 

ただ今後、年数が経っていけばだんだんその

辺りが変わっていくし、いろんな規則も厳し

くなっていくし。組織ってだんだん規則が厳

しくなる傾向があるので。そうすると客観的

にはともかくも、主観的な点数というのは落

ちて行かざるをえないだろうなぁと、自分か

ら見た点数というのは、かならず落ちていく

だろうなと。 

そうしたときに、どう自分が向き吅っていく

のかというのが(自分にとって)課題にはなるん

だろうなと思います。 

松本：私は入ったときには95点です。今は逆

に90点ぐらいです。なぜ落ちたかというと、

現状が悪いという意味ではなくて、可児さん

と西山さんと同じように、ASNはファジィな

ところがいいんですよね。緩やかで、いい意

味で適当と言うことで良かったんですけど。 

ただ、これだけ人数が増えたし、いろんな考

えの方も出てきたりして、あるところはキ

チッとしていかないと、会として成り立たな

いのかなという意味で、今後は尐し窮屈にな

りそうだということです。あとは今後の期待

ということで、今は90点ぐらいだと思うんで

すね。 

山田：僕は80点（一同笑い） 

司会：徐々に点数が高くなって来たところ

で、ぐっと落ちましたけど（笑） 

山田：でも最初からと比べると、やっぱり下

がったんですよね。 

自分が会長をやって、いろいろ経験したこと

を考えると、問題が山積みのところがあるん

じゃないかと。現状の良いところを踏襲しな

がら、なおかつ変えて行かなきゃいけないっ
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てことを考えると、ちょっと問題点がいろい

ろとあるのかなという感じはしますね。 

司会：山田さんが思われている、いいところ

というのは、やっぱりあいまいなファジィな

ところなんですか？ 

山田：それがウリじゃないですか。会費も安

くて、垣根が無くて、誰でも入っていけるウ

エルカムなところがね。 

ただ、組織が大きくなってきて、末端まで目

が届かなくなった時に、一部の人が暴走した

りすると、それを止めることが出来ないん

じゃないかと。そうなると、ファジィでいい

ところが、逆にくちゃくちゃにされちゃう。 

石田：以前、かなり前のことなんですけど、

「いろんな異業種交流会をみんな集めてやり

ませんか」と、異業種交流会同士の共同交流

会というのに誘われたことがあって、当時の

ASNの中心メンバー4人と知多半島の方まで

行ったんですね。 

そこでいろんな人が7、80人いたのかな。他の

異業種交流会は交流会ごとゴソッと来ている

感じで、我々だけ代表者が来ていたんですけ

ど。 

この異業種交流会を集めた共同交流会は、そ

れでやっとASNと対等になるぐらい、ASNの

ほうがもう１ランク上の活動をしているなっ

ていう印象があって、「異業種交流会を集め

た共同交流会をやろうと発想した人はすごい

な」と思ったと同時に、それと同じレベルの

運営をやっているから、ASNって広がってい

るんだなっていうのも感じて。 

山田：士業だけの異業種交流会というのが意

外と無いんで。他の異業種交流会って、いく

らでもあるじゃないですか。だからそういう

意味では、すごく質が高いしい良いものが

あって、みんな入りたがる。 

西山：そこがまた凄いのが、(士業だけの交流

会が)無いっていうのが、無いところに目を付

けたのではなくて、みんなが目を付けてて。 

石田さんが作る前から、フレッシュマン

フォーラムに行くと、みんなこういう会を作

ろうとたくらんで、今でもそういうふうに

思って作ろうとしている人もいると思うけ

ど、後にも先にも成功した人は他にいないん

ですね。 

これは凄いことなんですね。だからフレッ

シュマンフォーラムに行って、しばらく集ま

りに出てたんだけど、なんか消えてっちゃっ

たから、僕がASNをやっているのを聞いて、

「入れてくれないか」って言ってくる人が山

ほど居るんで。 

そこがやっぱり、一番凄いとこかなというの

がありますけどね。その目の付け所がじゃな

くて、やり方が凄かった、良かったんだろう

と。やっぱりMF単位に分けたというのが一番

凄いことかなって思ってますけどね、僕は。 

－どこを直せば良くなるか 

司会：では、満点に近いとおっしゃった西山

さん以外の方は、どこを直せばよくなると考

えられてますか？ 

鷲野：どこを直せばいいというよりは、ASN

というのは、やっぱり新しく参加してくれる

人にとって良い組織であればいいのかなと思

うんです。 

だから、我々のように既に出会ってしまった

人の方が多くなってきてるとね、我々が逆に

変わってしまうことで、点数がちょっと変

わってきてしまうこともあると思うんですけ

ど。 

石田：我々の欲しいものがASNじゃなくなっ

てきたんでしょうね、多分。 

鷲野：だから、もう10年もASNにずーっと参

加してれば、知り吅いもね、ほぼ９士業全て

に出来てしまっている状態だと、ASNへの見

方もちょっと変わってくるのかなと。だから

私は入ってくる人にとって100点満点を目指す

ような、そういったASNになっていけばいい

のかなと思うんですけどね。 

石田：両方が相容れる組織って現実味がない

ような気もするんですね。 
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鷲野：私が引退って言ったのは、そういう

ニーズが違ってきてると思うんで、前に石田

さんとも話したんだけど、OB会を作ったらど

うだとか、そういう話もあった。 

司会：ベテランの人はテイクじゃなくてギブ

のほうで、我々若い人たちに教えていただけ

ると、新しい人にとって100点に近くなるのか

なぁと。講師として来ていただく感じを作っ

ていけるといいですね。 

鷲野：だいたい話を聞いても、前に聞いたこ

とがあるような内容なわけですよね。最初の

方はすごく新鮮なんだけど、一巡してしまう

と、またこれかというテーマになってきてし

まうし。私も10回以上はMFで話したとは思う

んですけど、ネタも尽きてきますしね。 

可児：むしろ、それぞれの会員のASNへの向

き吅い方も大きいのかなと思うので。例えば

長く入ってる方でね、積極的にかかわるよう

にしていけば、いろいろとそこでの発見もそ

れなりにあると思いますし。 

なかなか得られるものが無いなという方は、

別にそんなずっといなきゃいけない訳でもな

いから（笑）そこは自由にね、していけばい

いのかなと思っていて。 

個別のミニフォーラムにしても、例えば私の

所属のMF3にしても、メンバーも初期の頃と

今ではがらっと変わってしまっているような

状況だし、やっている内容も結構変わってき

ているし。 

そこは、その時々でミニフォーラムはどんど

ん変わっていけばいいと思ってるんで。それ

で個々の会員のニーズがあれば、そのミニ

フォーラムに参加して行けばいいし。 

だからそう考えていくと、どこを直すと言う

よりも、こう自分自身がこういう風になった

ほうがいいのかなというのが有る訳じゃなく

て、今の感じでいいのかなと。それは自然に

必要に忚じて変わっていくんだろうなって。 

石田：どこかでMFのナンバーが増えなくなる

タイミングないし、卒業させるタイミングっ

ていう課題が遅かれ早かれ来るはずなんで、

その時に何か動くんでしょうね。 

鷲野：会長を辞めてから５年ぐらい、MF2一

本というか商法研究会（＝現 法人制度研究

会）とかもあるんですけど、そっちのほうは

継続してやってます。新旧結構入ってきてる

んでボチボチ面白いのかなと思って楽しませ

てもらってますけどね。 

西山：ホントこのままずっと続くなら、何も

問題がないっていう風に近いと言っていいと

思いますね。 

近いと言っても、じゃあ2点なり3点なり(減点

が)あるというのは何かというと、そりゃ全員

が僕と同じように思っている訳じゃだろうか

らと言うだけの話で、ただ今後98点なのか97

点なのかで有り続けられるかというと、それ

は問題がいろいろ出てくるんだろうなぁとは

思いますね。 

松本：そうですね。私は90点ぐらいという話

なんですけど、多分100点にはならないから、

よく言えば常に理想を求めてるわけで。完璧

というものは無いから、常に100点を目指して

いろいろ理想に近づければいいなぁと思うん

ですけど。 

一つだけ強いて言うなら、方向性が今ちょっ

とずつブレてきてるのかなと、このままじゃ

尐なくともいけないんだろうけど、じゃあど

うすれば良いっていのは、まだ迷ってる段階

なのかなと。 

それがもう尐し具体化して見つかれば、また

変わるのかなと思います。 

山田：いろいろあると思うんですけど、やっ

ぱりさっきも言われた、古い方と新しい方と

の接点が無いとか、MFごとの個別の運営に

なっている、とかいうのがあるので。 

かといって全体会が年に数回、来る人もある

程度決まってるような状態のものもあるし、

だからいろんな意味で全体をシャッフルでき

るようなものがあってもいいのかな。 

MFだったらMF同士三つか四つをまとめて何
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かやるとか、いまソフトボールとかね、ああ

いうのでも交流を図れるんで。 

ただ、どうしても幹事同士が知ってる人たち

になっちゃうもんだから、いろんな意味でMF

ごとにこだわるんじゃなくて、一忚それが一

つの母体として各MFとかがあって、その上で

交流できるものもあってもいいんじゃないか

と。 

全体でやるってなると人数制限もあるし、参

加出来る人も限られちゃうと全員が全員参加

出来る訳じゃないから。 

司会：それは上から提案すべきなんですか？

それとも自然に出てくるのを待つべきなんで

すか？ 

山田：本来であれば、自然に出てくるのが一

番いいんでしょうね。それぞれの人たちが幹

事同士でやろうよみたいに、自由にやっても

らえれば。そうするとみんなが交流が広がる

し、MFはどこに出てもいい訳ですから。 

でもどうしても自分のMFとか、仲のいい人が

居るところしか出席しない訳だから。そうい

う意味でちょっと固定化しちゃってる。逆に

新しくMF立ち上げたら、新しい人は全部そこ

に行っちゃうわけで、確かに仲間は作れるか

もしれないけども、そこにまた固まってしま

う。 

石田：でも同じ代で固まれるからいいとも思

うんですよね。 

山田：それも大事だと思うんですよ。最初は

そういう形で。 

石田：新しいのを増やすのは止めて欲しくな

いなぁというのがあるんですけどね。 

司会：横断的に両方有るといいんでしょうけ

どね。縦と横と。 

山田：そうそう。 

西山：MFを増やすか、増やさないかというの

は、なかなか難しい問題で、僕は絶対増やす

べきだって考え方なんだけど、僕がいま

ちょっと思ってるのは、理事幹事会がやっぱ

り機能しなくなってくるんじゃないかと。 

これ以上増やしていくと、理事幹事会に出て

くる人が多すぎる。MFの数が増えることで理

事幹事会が機能しなくなってくる問題があ

る。 

可児：そうすると、理事会と幹事会を分け

ちゃいますか？初期のように。 

西山：それだと今度は、理事会の意向が各MF

に渡らない。 

可児：それも問題ですね。 

鷲野：MFが増えれば、やっぱりドンドン増え

るからね。いい機会だから、10年なら10年で

ね、そろそろストップしたほうが。 

石田：モデルとしてMF2を解散してもらうっ

ていうのはどうですか（笑） 

鷲野：いやいや解散はしたくない（笑）みん

な大事にしてるからね。ただ、新しい人は新

しい所に行っちゃうんですね。我々としては

誰か引っ張ってこいと。でもやっぱりMF十い

くつかに行っちゃったって話で。 

石田：そういう話なら、強制的に吅併とか。 

鷲野：MF2も、MF1もそうなんだけど、来年

の2月か3月でやっぱり10周年ですよね。ASN

が組織になる前からMFをやってる訳で、思い

入れというのをメンバーは非常に持ってま

す。 

逆にASNの組織はというと、(MFよりも)短い

からそんなのはどうでもいいよと（一同笑

い）独立してもいいよという話も結構あるん

ですよね、既に。 

やっぱりそれ（＝既存のMF）は大事にしてい

かないといけないし、でもドンドンドンドン

立ち上げていくと、そのMFをフォローするた

めに幹事が増える。 

各MFの報告をするだけで、会議の時間を使っ

てしまうようになるのは、どうなんだろうと

私も思うんだけどね。 

もうちょっとコンパクトにしたほうがいいん

じゃないかと思いましたね。 
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西山：そうすると（＝新しいMFを作らない

と）各MFの人数が多すぎるという時代が来る

んでしょうけどね。そうしたらまたそこで、

もう一回考える時期が来るんでしょうけど。 

今はと言うと、各MFの人数は実は足りないの

で、だから新しい人がそういうところに入っ

ていってもらうと。 

鷲野：MF2でもやっぱり新しい人が来ていた

だいているから、続いていると思うし。 

－10年後のASNの姿 

司会：最後になりますが、ここで10年経ちま

した。さらにもう10年経ったらどうなってい

るかについて、お話いただけますか。 

石田：ただただ、人数が倍ぐらいにはなるだ

ろうし、同じようなことをしてるんじゃない

かな。今の延長線上にしかないような気がす

るけどなぁ。よっぽど何かやらない限りは。 

鷲野：私はだいぶ変わっているような気がす

るんですけどね。さっきのMFの数の問題だと

か、リタイヤの話だとか、まぁ、それは我々

が最初に決断すべき話なんだろうけど（笑） 

会員同士の出会いの場としては、非常に良い

システムになっているし。ハードルの尐ない

ね。ネットワーク的に持っているんで、そう

いのは続いて欲しいなと思います。ただ、

やっぱり何年か経った人にとってどうなのか

なっていうのは、また変わってくると思うん

ですけど。 

可児：新陳代謝があるというのは組織だと当

然だと思うので、構成メンバーもかなり入れ

替わる形になっていく、それはそれでいいと

思います。 

こういう士業の業種の交流会に対するニーズ

は10年後であっても消えることは無いと思う

わけで、永続できるような組織にこれまでし

てきたと思うので、組織として残っていてほ

しいですね。 

石田：士業が今のままあるかという問題もあ

るでしょ（一同苦笑）士業が山ほど居る可能

性もあるし。 

西山：多分、残念ながら今の僕には受け入れ

られないぐらいに、僕にとっては非常にイヤ

な組織に変わってるんじゃないかと予想して

て（一同笑い） 

ただ、それは仕方がないことだろうと。それ

は世代の違いなり、年代の違いなり、僕もそ

の時には50歳近くになってるから、やっぱり

今の自分とも違うし。さっき話をしたよう

に、そのときに僕がどう向き吅うのかの問題

だと思ってますけどね。 

松本：私も一緒で、10年後についていけるの

かもあるんですけど、人数はあるとこまでは

増えていくと思うんで、ひょっとしてなんで

すけど、今のこのやり方がイヤだという人た

ちがASNパート２みたいなものを作って。 

石田：パート２を作って上手くいい関係を保

てる方が、かえって分裂してめちゃくちゃに

なるよりはいい気がする。 

松本：パート２は、作り方も難しいのと、あ

と結果として「俺たちだけで勝手に作ろう

よ」となっちゃうのは、できれば避けたい

なぁと。 

石田：10年後って言うと、このメンバーで

パート２作ろうかって時代でしょ（一同笑

い）ここで固まって、若い人と話が出来れ

ば。 

鷲野：仕事を引退している人も出てくるで

しょうし。 

松本：だいぶ変わりますよね。今のこのメン

バーも、とりあえずいい年になって、だいぶ

ものの言い方も変わってるだろうし。 

山田：多分もっと硬直的になっていると思い

ます。あるのは、法人とかになったりとか。

もっと組織的になってるような気がしますけ

どね。そのうち会長も選挙とかになるんじゃ

ないですか（一同笑い） 

司会：選挙はあるかもしれないですね（笑） 

山田：総会がいままで数十人(の参加)だったの

が、すごい数になったりとか、委任状の争奪

戦みたいなのもあるかもしれない（笑） 

西山：あるいは社会的に影響のある組織に

なってたりして。例えば政治家が当選したけ

ればASNの推薦を受けなくてはいけないとか

ね（一同笑い） 

司会：そろそろ時間となりましたので。話は

尽きませんが、これぐらいで。皆さん、長い

時間、本当にありがとうございました。 

一同：ありがとうございました。 

司会 小林 雄気（税理士・社会保険労務士） 
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【開設から2000年頃まで】 

ヒマにあかせて自分で作ってみたのがこのサイト

です。Windows98にオマケでついていた FrontPage 

Expressというソフトを使っています。 

いま振り返るとダメダメのデザインですが、外か

ら見られたときにキチッとした組織だと思われるよ

うに意識して作りました。（石田） 

【2010年現在】 

HTMLが理解できない人でも更新ができるよう

にWordPressを使って作成しました。ブラウザだけ

で簡単に更新できるので、ずいぶんと作業が楽に

なりました。 

トップのデザインをプロのデザイナーに外注

し、柔らかな雰囲気で親しみやすさを全面に出し

つつも、士業の会として他を圧倒すべく、情報量

を盛り込むことにこだわりました。（小林） 

【2004年頃から2009年まで】 

石田さんが作成した基本的な骨組みを生かして、

シンプルな形に組み替えました。 

このバージョンからベースカラーが青から緑に変

更になりました。交流会に相忚しく、優しいイメー

ジになるようにとの思いを込めてとのことだそうで

す。（小林） 

【2000年頃から2004年頃まで】 

自分のHP制作技量に限界を感じていたので、

トップページのみ10,000円ぐらいで外注に頼みま

した。中身自体は、その前のものとほとんど変

わっていません。 

トップページに載せたトピックを更新できるよ

うに、イベントを出来るだけ行うように心がけて

いました。（石田） 
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  年月日 行事名 参加 内容 

  平成10年10月23日  第1回 F3フォーラム 7名   

  平成11年07月22日  士業フォーラム（第1回ASN）     

  平成11年09月16日  士業フォーラム（第2回ASN）    場所：中小企業センター 

  平成11年11月18日  F3・ASN合同フォーラム    場所：中小企業センター 

  平成12年02月11日  フォーラム（交流会） 91名  場所：毎日ビル国際サロン 

  平成12年03月18日  講演会：長尾幸彦（MCP、経営者） 21名  テーマ：インターネットの現状 

  平成12年03月20日  第1回 ゴルフコンペ 17名  場所：品野台カントリー 

  平成12年03月21日  Kミニフォーラム 11名  交流中心（今のMF1） 

  平成12年03月22日  Fミニフォーラム 10名  40代中心（今のMF2） 

  平成12年03月23日  Bミニフォーラム 10名  勉強会中心（今のMF3） 

  平成12年03月24日  Tミニフォーラム 10名  提携営業希望（今のMF5） 

  平成12年07月29日  講演会：野田勇司（公認会計士） 39名  テーマ：士業提携とASP 

  平成12年08月19日  名刺交換会 18名  第6回フレッシュマンフォーラム参加者 

  平成12年11月02日  ASN説明会     

  平成13年02月07日  三河フォーラム 創設 7名  場所：豊橋駅近くの居酒屋 

  平成13年04月12日  MF6 創設 14名   

  平成13年04月15日  講演会：大塚耕平（元 日銀行員） 26名  テーマ：金融経済情勢 

  平成13年05月27日  BBQ大会 17名   

  平成13年07月28日  ASN入会説明会・名刺交換会 30名   

  平成13年08月08日  名刺交換会 28名   

  平成13年09月21日  グルメ同好会 創設     

  平成13年10月11日  新規グループ勉強会    今のMF7・MF8 

  平成14年01月19日  ASN新年会・名刺交換会 47名  場所：レパリエホ－ル 

  平成14年03月23日  講演会：古川元久（衆議院議員） 34名  テーマ：士業の規制緩和 

  平成14年05月21日  FP研究会 創設 10名   

  平成14年05月24日  商法研究会 創設 13名   

  平成14年06月20日  フレッシュ会員歓迎会 9名   

  平成14年06月21日  エルフォーラム 創設 14名   

  平成14年06月21日  尾張フォーラム 創設 4名   

  平成14年07月06日  第1回 ASN定時総会 40名  場所：安保ホール 

石
田
会
長 

平成14年11月16日  セミナー：安藤政規（経営者） 37名  テーマ：ウイルスなんて怖くない 

平成14年11月16日  チャリティーオークション 37名  103,425円を中日新聞本社内の中部善意銀行に寄付 

平成14年12月14日  理事会幹事会合同忘年会 15名   

平成15年01月18日  ボーリング大会 8名   

平成15年02月08日  ASN新年会・名刺交換会 56名  場所：アサヒビアレストラン 

平成15年03月28日  労働問題研究会 創設     

平成15年06月28日  ボーリング大会 19名  場所：星が丘ボール 

平成15年07月11日  第2回 ASN定時総会・懇親会 35名  場所：ホテルアソシア名古屋エスペランス 

規則も無い任意団体というには、ASNの活動は大きくなり過ぎて

しまったため、さらに広く安定的に活動を行うことが出来るよう

に、ASN規定を作成して、最初の会員総会を開催しました。 

当時は、ASN全体の運営について理事会を、MF同士の横のつながりを保つことで会員間の交流を促進

するために幹事会を、それぞれ設けて、別々に活動していました。たまには全体で集まった方がいいだ

ろうと、理事会・幹事会吅同の忘年会を開催しましたが、その後、個々に活動する意義が薄れてきて、

理事幹事会として運営されるようになりました。そろそろ、理事幹事会のあり方を、初心に戻って見直

す時期が来ているのかもしれません。 
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  年月日 行事名 参加 内容  

鷲
野
会
長 

平成15年08月30日  ASN入会説明会・名刺交換会 43名  場所：ホテルアソシア名古屋エスペランス 

平成15年09月06日  レク：BBQ大会 15名  場所：南知多（魚太郎） 

平成15年09月19日  新規グループ勉強会 18名  今のMF9 

平成15年10月01日  マーケティング研究会 創設 23名   

平成15年10月18日  講演会：石田昌宏（元金融検査官） 19名  テーマ：金融機関（検査官）の現状について 

平成16年01月24日  レク：冬のボーリング大会 16名  場所：伏見ヘラルド会館 

平成16年02月07日  ASN新年会・名刺交換会 53名  場所：アサヒビアレストラン 

平成16年04月03日  レク：花見 22名  場所：上飯田（中華食堂 茉莉花） 

平成16年04月24日  講演会 19名  テーマ：インターネット・SEO 

平成16年06月19日  イベント：ミステリーバスツアー 30名   

平成16年07月10日  第3回 ASN定時総会・懇親会 40名  場所：安保ホール・ロイヤルパークイン 

  年月日 行事名 参加 内容  

可
児
会
長 

平成16年08月28日  ASN入会説明会・名刺交換会 37名  場所：ジ・エピキュリアン 

平成16年09月04日  レク：バーベキュー大会    場所：愛知牧場 

平成16年11月02日  MF10 創設     

平成17年01月22日  レク：ボーリング大会    場所：星ヶ丘ボウル 

平成17年02月05日  ASN新年会・名刺交換会    場所：マ・メゾン（メルサグルメ館） 

平成17年02月23日  国際問題研究会 創設     

平成17年03月02日  岐阜フォーラム 創設     

平成17年04月02日  レク：花見（ジンギスカン＋カラオケ）    場所：サッポロビール浩養園 

平成17年04月16日  講演会：小滝正宏（弁理士） 27名  テーマ：青色発光ダイオードからみた知的財産権訴訟 

平成17年06月11日  イベント：トレジャーハンティング 35名  場所：名古屋マリオットアソシアホテル～司法書士会館 

平成17年07月16日  第4回 ASN定時総会・懇親会 27名  場所：中小企業センター 

  年月日 行事名 参加 内容  

西
山
会
長 

平成17年08月20日  ASN入会説明会・名刺交換会 56名  場所：ホテルアソシア名古屋ターミナル 

平成17年09月29日  MF11 創設     

平成17年10月01日  レク：鵜飼い見学 30名  場所：犬山～木曽川 

平成18年01月21日  レク：ボーリング大会 22名  場所：星ヶ丘ボウル 

平成18年02月04日  ASN新年会・名刺交換会 45名  場所：ホテルキャッスルプラザ 

平成18年04月01日  レク：花見（ジンギスカン＋カラオケ） 32名  場所：サッポロビール 浩養園 

平成18年04月15日  イベント：ASN全体研修会 28名 
 テーマ：研修発表（会社法・国際問題研究会） 

 場所：産業貿易館 

平成18年07月15日  第5回 ASN定時総会・懇親会 41名  場所：安保ホール・ホテルキャッスルプラザ 

ASN規定の施行によって、毎年役員を改選することとなりましたが、全員が

一斉に交代してしまうと運営が困難となってしまうため、会長・幹事長・事務

局長（三役）については前年度の理事の中から選ぶことにしました。 

また、「副会長」を新設し、次年度の会長候補が会員の皆さんに見える形にしました。年間活動予定

として、秋のバーベキュー大会・冬のボーリング大会・春の花見・夏のイベントと四季ごとに開催する

ことを目標に掲げ、「正副イベント委員長」「正副レク委員長」も新設しました。 

「MF10」「国際問題研究会」「岐阜F」と新規フォーラムを３つ立ち上げま

したが、他方「MF6」が残念ながら解散することとなり、課題が残った１年と

なりました。また、MFとASN全体との連絡を密にするため「代表幹事・運営幹

事」制度を実施することになり、ASN規定の一部改正を行いました。 

MFの活動内容を執行部において把握すべく、三役が中心となって各MFを巡回

することが議題になりましたが、当面は行わないことなりました。代わりにMF

の開催報告を幹事長に報告する義務と方法について改めて確認するとともに、こ

れを徹底していくこととなりました。 
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  年月日 行事名 参加 内容  

松
本
会
長 

平成18年09月02日  ASN入会説明会・名刺交換会 55名  場所：ホテルアソシア名古屋（ブラスリーエスペランス） 

平成18年09月24日  レク：静岡バスツアー 36名  場所：清水港～大井川鉄道 

平成18年10月04日  MF12 創設    場所：名古屋市教育センター分館（教育館） 

平成18年10月05日  三重フォーラム創設    場所：近鉄四日市駅周辺の飲食店 

平成18年11月04日  レク：健康センターでリフレッシュ 9名  場所：平針東海健康センター 

平成19年02月03日  ASN新年会・名刺交換会 61名  場所：ホテルキャッスルプラザ 

平成19年03月31日  レク：沖縄料理 16名  場所：ルーセントタワー（沖縄料理 どなんち） 

平成19年04月14日  イベント：郭源治さん トークショー 30名  場所：郭源治 台南担仔麺 

平成19年07月14日  第6回 ASN定時総会・懇親会    場所：安保ホール・座座はなれ 

  年月日 行事名 参加 内容  

山
田
会
長 

平成19年09月01日  ASN入会説明会・名刺交換会 57名  場所：ホテルアソシア名古屋 

平成19年09月27日  MF13 創設     

平成19年11月17日  レク：秋のバス旅行 44名  場所：伊賀の里モクモク手づくりファーム 

平成20年02月02日  ASN新年会・名刺交換会 55名  場所：名古屋ロイヤルパーク 

平成20年04月05日  レク：イチゴ狩りバス旅行 38名  場所：南知多グリーンバレイ 

平成20年05月22日  第1回 合同ソフトボール大会    場所：鶴舞公園 MF8とビジネスモデル研究会の合同 

平成20年06月14日  イベント：一泊親睦旅行 28名  場所：篠島 

平成20年07月12日  第7回 ASN定時総会・懇親会 40名  場所：名古屋会議室 名駅西口店・ビストロファンドール 

  年月日 行事名 参加 内容  

鳥
居
会
長 

平成20年08月30日  ASN入会説明会・名刺交換会 58名  場所：ヒルトン名古屋 

平成20年09月19日  MF14 創設    場所：名古屋市教育センター分館（教育館） 

平成20年11月03日  レク：ソフトバレーボール 30名  場所：アルコ清洲 

平成21年01月17日  ASN新年会・名刺交換会 64名  場所：名古屋ガーデンパレス 

平成21年04月04日  レク：船上お花見会 33名  場所：納屋橋～名古屋港 

平成21年05月15日  第2回 合同ソフトボール大会    場所：鶴舞公園 MF8とビジネスモデル研究会の合同 

平成21年06月27日  イベント：一泊キャンプ 25名  場所：旭高原元気村 

平成21年07月25日  第8回 ASN定時総会・懇親会 35名  場所：名古屋会議室・ブラスリー エスペランス 

会費の支払方法や正式な入会方法が分からないまま参加されている方が多

く、会費の未納者への対忚について議論されました。各MFの代表幹事が、勧誘

の際に周知を徹底することとなりました。自動引落についても検討されました

が、翌年の検討課題とされました。 

また、新規MFを毎年増やしていくことの是非（MFの統廃吅も含めて）や、イベントとレクが分かれ

ていることで中途半端な予算しか割り当てられないため、両者を吅併してメリハリをつけて予算を使え

るようにしたほうが良いのではないかといった事頄についても話し吅われました。 

幹事が交代する際の引継の労力を減らすために、ASN規定や幹事の義務など

をまとめた幹事マニュアルを作成して、各代表幹事・運営幹事に配布しまし

た。 

それまで振込により徴収していた年会費を、事務局の負担を軽減すると同時に、未納の方を無くすた

めに、年１回の引落による自動振替に変更しました。これに伴い、300人を超えていた会員数が一時的に

200名強にまで減尐しました。 

賛助会員について、承認の要件が定められていなかったため、中小企業診断士とFP技能士に限るもの

とし、会員２名の推薦を必要とすることにしました。 

それまで明確にされていなかった、賛助会員のFP資格を、国家資格である

ファイナンシャル・プランニング技能士のみに限ることを確認しました。 

ASN公式サイトを、独自ドメイン（asn-web.net）を取得して、より情報量が豊富で、格調高いものへ

とリニューアルを行いました。 
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自分はまだまだ下っ端だと思っていま

したが、気がつけば、私も入会６年目を

迎えていました  士業と言えば、我が道

を行く方が多いだけに、バラバラになり

がちな会を10年にも渡り支えてくださっ

た歴代の会長や理事、幹事の方々には頭

が下がります。感謝を込めて、ありがと

うございました 

私が会長を仰せつかった時に「10周年

記念事業をやろう」という話が出てきま

した。それから１年半。記念式典のみな

らず、記念誌まで完成させることができ

ました。ここまで、あっという間の出来

事のように思えます。記念事業に携わっ

た先生方、お疲れさまでした。あまり協

力できず申し訳ありませんでした･･･。 

このたびの10周年記念事業では、パー

ティーは西山さんが、記念誌は小林さん

が中心に進められ、委員長である私は随

分と楽をさせていただきました。 

これもASNがしっかりした組織である

証拠だと感じています。ASNが今後と

も、特に若手士業にとって有意義な会で

あり続けられることを願っています。 

年表を見ていると、ASNという名前を

決めた頃、石田さんは20歳代で、私もま

だ30歳代だったんだな・・・と「歳月人

を待たず」の感を覚えます。 

子供がすでに成人し、士業業務にも保

守的になりがちな最近ですが、今後も好

奇心をもってASNの新旧メンバーと交流

していきたいと思っています。 

石 田 昌 宏（公認会計士・税理士） 鷲 野 直 久（公認会計士・税理士） 

可 児 晃（弁護士） 山 田 智 博（司法書士） 

鳥 居 翼（税理士） 山 田 洋 嗣（弁護士） 

堤 達 彦（税理士） 石 子 智 子（行政書士） 

伊 藤 舞（社会保険労務士） 水 野 善 弘（行政書士） 

仙 田 浩 人（税理士） 勝 友 香 梨（行政書士） 

今から約４年前、初めてMF10の勉強会

に参加したことがASNとの出会いでし

た。ASN本体のレク委員や事務局長、そ

して今回は10周年記念行事の実行委員に

お声をかけていただき、素晴らしいメン

バーとともに楽しい時間を過ごすことが

できました。実行委員の皆様、そして

ASN会員の皆様とのご縁に感謝♪ 

ASN10周年、おめでとうございます。

今回、10周年記念委員会の委員として運

営に関与させていただくなかで、改め

て、皆様のASNへの熱意と愛情を実感す

ることができ、感激しております。 

今後も、ASNで出来た人のつながりを

大切にしたいと思っています。 

私が事務所を開業してからの、この４

年間は、ASNとの４年間といっても過言

ではありません。この間、可能な限り

ASNの行事に参加させていただきまし

た。そのおかげで、本当に楽しく充実し

た４年間となり、また、多くの信頼でき

る方々との出会いもありました。ASNに

はたいへん感謝しています！ 

この記念誌には、ASNの歴史や、これ

までの先輩会員の皆様のご苦労、現在の

活動内容等が詳しく載っていて本当に充

実の出来栄えだと思います。これを見る

とASNという「場」は本当にいろいろな

人のご協力に支えられているのだなと思

いました。この場を借りて、重ねて厚く

御礼申し上げます。 

みなさん、10周年記念パーティは楽し

んで頂けたでしょうか。ゲームの問題は

どうでした？私の提案した問題は全てボ

ツとなりました！(涙)。平成15年にASN

に入会し、開業して８年目。今の自分が

あるのもASNで出会った方々のお陰と感

謝しています。あと、西山さん！毎回呑

みながらの委員会は楽しかったです！ 

初めてASNに参加した時は、ほとんど

士業の知人がいなかったのですが、ASN

のおかげで今では多くの方と知り吅うこ

とができ、本当に感謝しております。後

半の一番大変な時に全くお手伝いができ

ず申し訳ありませんでしたが、委員の皆

様のご尽力のおかげで素敵な記念行事に

なりました。ありがとうございました。 

ASN10周年おめでとうございます。

MF10の立ち上げから参加して５年、この

会に巡り会えたことをとても感謝してい

ます。今後もASNが益々発展しますよう

に！ 

最後に実行委員会のみなさま本当にお

疲れ様でした。 

私がASNに加入して４年、自分の中で

はそろそろ引退かと感じていたのです

が、今回10周年記念委員会に参加して、

まだASNには、足を踏み入れていないMF

や、お会いしていない先輩方が多いとい

うことを実感しました。皆さんが大事に

してきたASNを、これからも共有の財産

として受け継いでいこうと思います。 
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西 山 一 博（弁護士） 

このたびASN10周年記念事

業実行委員会の事務局長とい

う立場で、本記念行事を全般

的に検討する役割をさせてい

ただくことになりました。 

ASNも10周年を迎え、ASN

の基礎を作り、古くから関わっている方や、

最近入会して会を盛り上げている方、MFだ

けに参加している人、全体行事によく参加し

ている人、男性、女性を問わず、ASNも様々

な人たちによって支えられ、運営されるよう

になってきました。 

10周年記念行事を企画させていただくにあ

たり考えたことは、「楽しいこと」と「様々

な人に参加してもらうこと」でした。 

この原稿を執筆している今は、まだまだ記

念行事当日までやることがある段階で、はた

して当日に思っていたように実現できるかど

うかわかりませんが、節目の10周年が、今後

さらに素晴らしい会へと進化するきっかけの

一つになればと思っています。 

これまで私は、ASNで旅行に行ったり、ス

ポーツをしたりと、かなり楽しませていただ

きました。今後もASNにおいて「楽しいこ

と」「やりたいこと」をしていきたいと思っ

ています。 

これからも、そんな自由で楽しい会であり

続ければいいなと思います。 

小 林 雄 気（税理士・社会保険労務士） 

石田会計事務所に入って、

ASNの事務局のお手伝いを始

めたのが、税理士試験に吅格

した平成16年の冬のことでし

た。 

それから５年。年会費の自

動振替導入の時に、執行部の

オブザーバーとして参加したことで、ASNの

役員もやらせていただきました。 

昨年の7月、懸念であったASNサイトのリ

ニューアルを完成させて、肩の荷をおろした

つもりでいた私の元に、西山さんから「記念

誌を作ることになったから、編集長をしてく

れませんか？」との一本の電話が･･･。さす

がにASNの大御所からのお願いを断ることな

んか出来ませんよね（笑）。 

編集に当たって、一番印象的だったのは、

会長座談会です。テープ起こしに６時間、文

章として読みやすくするのに、また６時間。

大変な作業でしたが、ASNの歴史が分かる良

いものになったと自負しています。かなり長

いものになりましたが、私の苦労を感じつ

つ、ぜひ皆さん読んでみて下さいね（笑） 

さて、また10年後にはASN20周年記念誌を

作成することになろうかと思います。その時

には、私も47歳。若い方達が作るものに、偉

そうにダメ出し出来る立場になりたいもので

す。まさか、その時も編集をやっているなん

てことは無いですよね！？（苦笑） 

最後になりますが、寄稿していただいた皆

様のお陰で良いものを作り上げることが出来

ました。本当にありがとうございました。心

からお礼申し上げます。 

松 本 拓 也（税理士） 

10周年記念事業実行委員会

の皆さま、ご協力いただきま

したASN会員の皆様、お疲れ

さまでした。改めて御礼申し

上げます。 

今回、私も実行委員として色々お手伝いを

させていただき（大変なこともありました

が･･･）、改めてASNと自分を振り返る、い

い機会になりました。今の素直な感想は「居

心地の良さに気がつくと７年もの月日が流れ

ていた！」そんな感じです。気持ちは未だ７

年前のまま止まっておりますが･･･。 

入会当時に知り吅ったメンバーに、たまた

ま近い世代が多かったこともあり、勉強会の

後の懇親会がとても楽しみでした。お酒を飲

みながら（時には終電を気にしながら）、夢

や悩みを語り吅ったことが、つい昨日のこと

のように思いだされます。 

ASNは、他にあまり類を見ない、士業に限

定した個性あふれる異業種交流会です。これ

からも、会員の皆様との素敵な思い出が増え

ていくことを、楽しみにしております。 

最後になりましたが、ASN会員の皆様、な

らびにASNのますますのご発展をお祈りいた

します。 


